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序 文

近年公共事業に伴う埋蔵文化財の発掘件数が増加しておりますが、 本報告書も

県土木部の国道325号改良工事と県農政部の菊池地区E期県営圃場整備事業に伴い

調査したものであります。調査に際しては種々の困難もありましたが、土木・農政

両部と協議の結果、 両事業の調査を総合的に同一遺跡として捉え、 調査を進める

ことができました。 また、 短期間で発掘調査から整理・報告書刊行までこぎつけ

ることができましたことは、 まことに喜びにたえません。

この報告書が、 消滅した貴重な文化財の記録として広く県民をはじめ関係者の

文化財に対する理解の一助となり、 また、 専門学者の方々に活用していただけれ

ば幸いに存じます。

調査にあたっては、 県土木部道路建設課及び 県農政部耕地一課をはUめ、 菊池

市教育委員会並びに地元の方々から御協力と御鞭援を賜わりました。 ここに厚く

お礼を申しあげます。

昭和5 2年9月3 0日

熊 本県教育委員会

教 育 長 林田正恒
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制限 E司

1. 本書は昭和51年度に熊本県教育委員会が
調査を実施した、 一般国道325号改良工事

に伴う菊池市赤星字福土所在遺跡と、 菊池
地区E期県営圃場整備事業に伴う岡市赤星
字水溜所在遺跡の発掘調査報告書で、 熊本
県文化財調査報告第27集として刊行するも
のである。

2. 本書の執筆には、 桑原憲彰・村上豊喜・
野田拓治があたった。また第 2章では、『妙

見村の性格」と題し原口長之氏に執筆をお
願いするとともに、 御教授を受けたことを
明記し謝意を表したい。 執筆分担は各項目
の終りに記すとおりである。 また掲載の実
測図の作製および製図は各執筆者があたっ
た。 なお実測図の作製には、 広瀬正照の協
力を得た。

3. 遺構写真の撮影は白石巌・野田拓治があ

たり、 遺物写真は白石が担当した。

4. 松本雅明、 白木原和美、 北野隆の各先生

方には現地で、 調査の指導、 助言をいただ

いた。

5. 本書の編集には隈 昭志の指導により桑

原・野田があたり、 佐藤征子、 西町宝子の

協力をうけた。
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第 1 章 はじめに

(1) 発掘調査にいたるまで

昭和50年6 月10日、 熊本県土木部から国道 325号 改良工事計 画について文化課に連絡があ

り、 当該 路線敷地内の埋蔵文化財の有無について回答を求められた。 国道 325 号は菊池市街地

から赤星、 菊池郡旭志村を経て、 大津町に至る全長約28kmの一般国道 で、ある。 近年と くに交通

量が増大、 道路の改良・拡幅が待望されていた折でもあった。

文化課では、同年7 月 3 日、現地に赴き踏査を行った。その後昭和51年 4 月2 9日- 5 月8日ま

での10 日間にわたり、 路線内の遺跡の範囲・性格について正確を期するため予備 調査を実施し

た。 この調査は、 文化課技師桑 原憲彰が担当し、 その成果については第2章予備 調査の項に述

べている。 こうして同年7 月、 県土木部道路建設課から国道 325号内の埋蔵文化財 について事

前に発掘調査を実施して記録保存を要望する旨の通知があり、 関係者協議のうえ発掘調査は文

化課で実施し、 菊池市教育委員会の協力を受けることとなった。

また調査が収束段階をむかえた8 月末、 国道 工事と並行して進められていた菊池地区H期県

営聞場整備事業に関連する埋蔵文化財について、 県農政部から調査の依頼があり、 文化課との

聞で協議した結果、 国道 部分の調査終了後引き続いて発掘調査を実施する ことになった。

なお発掘調査を実施した地区のうち、国道部分は赤星字福土に、圃場整備部分は赤星字水溜に所

在している。したがって遺跡の呼称にあたっては、それぞれ福土遺跡、水溜遺跡とした。

発掘調査の組織

調 査責任者 合 志 太 助 熊本県教育庁文化課長

境 信三郎 熊本県教育庁前文化課長
調 査総務 隈 昭 志 熊本県教育庁文化課文化財 調査係長

予備 調査主任 桑 原 憲 彰 熊本県教育庁文化課技師

調 査主任 里子 田 拓 治 熊本県教育庁文化課学芸員

文献 調 査 村 上 豊 喜 熊本県教育庁文化課技師

調 査 協 力 者

調 査指導 松 本 雅 明 熊本大学法文学部長

白木 原 和 美 熊本大学法文学部教授

北 野 l注 熊本大学工学部助教授

原 口 長 之 熊本県文化財保護審議会委員
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調 査 協力 者 北 里 義 公

田 中 義 和

菊池 市教育委員会社会教育課長代理

菊池 市教育委員会社会教育課吏員
西 山 啓 子 菊池 市中央公民館主 事

菊池 市中央公民館

菊池 市立至喧小学校

調 査 事 務局 河 野 宗 忠 熊本 県教育庁文化課長補佐

前 田 利 郎 熊本 県教育庁文化課長補佐

松 本 巽 熊本 県教育庁文化課管理係長

熊本 県土 木部道路建 設課

中 山 昭三郎 課長

斉 藤 実 国道 改 良係長

津 秀 昭 技師

熊本 県農政部耕地 一課

近 藤 阪 衛 課長

中 村 昭 三 圃場 整備係長
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(2) 遺跡の位置

福土 ・ 水溜 両遺跡 は 、 熊本 県菊池 市赤星字福土 ・ 水溜 に 所在 し 、 菊池 市の 市街地 か ら 菊池川

を 隔て た 南約 2 kmに 位 置 し て い る 。 赤星地区は 、 菊池川南岸に 注ぐ小支流 に よ っ て 形成 さ れ た

沖積 扇状地 に あ た る 。 赤星の 集 落 は 扇端の 菊池川南岸沿 い に 発達し 、 両遺跡 は集 落西側 の 扇央

部側 に 位 置 して い る 。 ま た 文 明 年 間 の 石碑と 古墓群を 伴 う 遺跡 は 、 扇 状地の 谷口 に あ た る 扇 頂

部 の 南側 丘陵端部 に 位 置 し て い る 。

扇状地上 に は微高地状の 高 ま り が無数に あ り 、 今回調査 を 行っ た 遺跡 も 、 そ う し た 高 ま り の

一つ で 、 遺跡 は 低 い 部分へ広 が る 傾向 を 示 し て い る 。 こ う し た こ と か ら 遺跡 の 範囲は調査地点

を 中 心 に 、 さ ら に そ の 周辺部 を 含 め た か な り 大規模 な も の で あ っ た こ と が想像 さ れ る 。

福土 ・ 水溜遺跡の 南西部 に は 、 天城遺跡、 天城古墳、 天城池田遺跡、 さ ら に 菊池 111 iGい に 宮ノ
(娃1)

前遺跡 、 ヤ ン ボシ 塚古墳な どが 知 ら れ て い る 。 ま た 本遺跡 西側 の 丘陵崖面に は マ ユミノ横穴群、

さ ら に こ の 丘陵北側 尖端部 に は 、菊池 十八外城の 一つ で あ る 戸崎城 跡 が あ る 。 これ ら の 諸遺跡 は 、

永 く 考古学 の 研究を 続 けら れ た 故坂本 経発先生 の 調査 に 負う と こ ろ が多く 、 不幸に し て その 成
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果が公にされる機会が少なかった。 し元し、 こうした遺跡の立地や分布をたどることにより、

扇状地における生活の変遷と、 その生活環境を解明することができるということは言うまでも

ない。

註l 島津義昭「赤星天城遺跡(Iト(5)J
T熊本県文化財情報J V 0 L.1-5熊本県文化財保護協会 1974-1975 

ヲモ城遺跡は菊池地区I期県営闘場整備事業に伴い県ス;{ヒ課が調査を行った。 縄文後期の蜜棺墓群をはじめ

として古漬時代から歴史時代に3!.{，生活遺構が険品きれたc 報告書末flJ

(3)発掘調査の経過
福土遺跡 ( 国道 325号関係) の調査 は、 昭和51年8月 2日から同年 9月8日までの、 約2

カ月の期間を要した。 また、 水溜遺跡の調査はひきつづき同年 9月 17 日から12月2日までの約

3カ月の期間を要した。

福土遺跡

8月 2 日、 県文化財収蔵庫から調査器材等を運搬し、 調査区内にテントを設営した。 調査予

定地区に路線に並行した幅10m、 深さ3 mの排水路を掘削した際の大量の土砂が調査予定地に

盛り上げられていた。 まずこれらを機械により同じ路線内の北側低地部ヘ移す作業から始めた。

8月 3 日、 路線の中央部に南北40m幅2 mのトレンチ ( AT)を設定し発掘 を開始する。

8月 4 日、ATをほぼ完掘 し、さらに北側へ10m拡張する。 AT中央部に土師器、 須恵器等と

ともに住穴列を検出する。

8月 5 日- 17 日、 柱穴列を周辺ヘ拡張、 住穴群のほぼ全体を確認する。

8月 1 8日-24 日、 ATを北へさらに10m拡張する。トレンチ 北端に方形土壌 ( 1 号)を検出す

る。 方形土城周辺を拡張、 24 日までに計 6基を確認した。

8月25 日-2 8日、 方形土壌の調査。 2 、 3 号上部黒色土層からは土師器、 須恵器等が多量に

出土し、 土撲の基底部には饗 型 土器が密着した状態で出土した。 5 号では土壊 上層と下層と

の中間に暗黒色の炭化物混入層がみられ、 この層には土師器、 須恵器片が出土した。

8月2 9・30日、 方形土壌群の写真撮影 ・実測を行った。

9月1日-4日、AT南側をさらに10m拡張し、住穴列および溝状遺構を確認した。溝状遺構

はほぼ東西に走り、西側で柱穴列と重複することが明 らかとなった。溝状遺構の東側上部黒色土

層には、 土師器杯および高台付坪を中心とする土器群が出土し、 これらの土器群には墨書土器

も認められた。

9月 5 日- 7 目、 調査区全体の実測および写真撮影を行い、 9月8日をもって すべての作業
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を終えた 。

水溜遺跡

水溜遺跡 の 調査 は 9 月 17 日 に開始し た 。 国道路線北側 に隣接 し た 部 分 ( H A 地区) の 表土

を取 り 除 く 。 こ の 地区 は福土遺跡の 東側 に 位置 し 、 排水路 によ っ て中 央部 分 が切 断 さ れ てい る

が、 本 来 同じ微 高地 上の 延長部分 に あ た っ てい る 。 し か し 耕作土 層お よ び黒色土 層中 に土 師器、

須恵器 、 青磁等の細片 を検 出 し た が、 国道部分の 溝状遺構の 延長部分 は 大 き く 削平 さ れ遺構の

検 出 は で き ず、 そ の他遺構等 も 確認で きな か っ た 。

9 月27 日 � 30 日 、 H A 地 区か ら さ ら に一段低い 部分 に H B 、 H C 、HDの 3 本 の ト レ ン チを設

定し た が、 上部 か ら の 削平 が著 し く 遺物 包含 層も 失な わ れ 、 遺構 も 皆無 で あ っ た 。

10月 1 日 、 H A 地 区の南20m !こHE ト レ ン チを設定し た が、 前述3 ト レ ン チ同 様 、 遺構 は 皆

無 で あ っ た 。

10月 4 日 �1 5 日 、 HD ト レ ン チの 南 15m 地点、の 濯減用の 井戸を中 心 に、 HF卜レ ン チを東西

に設定し て発 掘 を 進 め た が 包含層ま で 1 m 以上 の 深さ が あ り 、 ト レ ン チによ る 遺構の 確認 は 困

難 と 判 断 し 、 ユ ン ボによ り 耕作土 の 除 去作 業を開始し た 。 10 月 28 日 ま で には 、 調査予定地区 全

体 の 耕作土 を取 り 除 き 、 引 き 続 き 包含 層を徐々に掘 り 下げ、 遺構の平面 プ ラ ン を確認す る 作 業

を行 っ た 。 11月 5 日 には 1 号 、 11月 6 日 には 2 、 3 号 、 11月 12 日 には 4 号 、 1 1 月 16 日 には 5 号

住居祉を確認した。 5軒の竪穴住居祉の内2 、 3 号と 4 号住居祉を除くと上部からかなり削平

されていた。 この目 、 文化課大田技師とともに戸崎城跡周辺の踏査を行った。 11月19 日 以降 、

各住居祉の写真撮影・実測を並行して行い、27日 までには これらの作業を完了した。 11月28日~

12月2 日調査区全体の平板測量、 遺跡全体の写真撮影 を行い、 12月 3 日器材等を撤収してすべ

ての作業 を終了した。 なお調 査区のうちとくに北 側部分には、 調 査区と同様7)遺構 の連続

が予想 さ れ た がす で に区画整理が 完了し 、 盛土 によ り 遺構 そ の も の は保護さ れ る 事か ら 、 関 係

者協議の う え 、 北側への 拡張は 断 念し た 。 一方、 発掘調査 が最終段階をむ か え た 11月 18 日 、 菊

池市教育委員会の 配慮によ り 、 岡市中央公民館に於て出土 遺物の 整理を開始し た 。 12 月 28 日 ま

で には実 測 ・写真撮影を除く水洗・注記・接 合・復原にい た る 作 業を終 え 、 遺物等 を熊本 県文

化財収蔵庫へ運搬し た 。 昭和 52年 l月 10日か ら 出土 遺物 の 実測 、 写真J最影を開始し 3月上 旬に

は 原稿 も ほぼ仕上 り 報告書作 製ま で の過程を終えた 。

(4) 遺跡の層位・層序

調査区の 層位・層序は 微高地に位 置す る 福土 遺跡 と 水田面 に位置す る 水溜遺跡で は 、 若干

様相 を異にし てい る も の の 概略は 第3図に示し た 通 り で あ る 。 I層は 耕作土で約0. 3�0. 4m 前

後の厚 さ で あ る 。 H層は 茶あ る い は 赤褐色の 床土 で 鉄分を多く 含 ん で、い る 。 厚 さ 約 0. 1 �0 .2 m 
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で 、 非常に 硬 く 粘性が強 い 。 な お E 層 は水

田部分 に 顕著で 、 微 高地 部分 に は認 め られ

な い 。 E層は暗褐色土層 で 厚さ 約0 .3m で

ある 。 須恵器、 土師 器等の細片 を 多量に 含

むほか、 完形 土器や大形の 破片 も多 く 包 含

して い る 。 N層は 黄褐色粘 質土層 で地点 に

よ っ て は粘性を増す 。 厚さ は 0 .4 - 0 .6m 

を 測り 、 遺物は 含 ま ず今 回 調 査 し た 各 遺

構の 地山 層と な っ て い る 。 V層 は砂喋層で、

人頭大 から小ぶし大の 円礁 とこれ らの 聞 を

黄白色の砂 が混入 し て い る 。 厚さ は地点 に

よ っ て 異 な る が、 最大で約2 .5m 最 少で約

1 .5m を 測っ た 。

各 層 の 出土遺物 の う ち I ' II 層 で は 、 縄

文 、古墳、歴史時代 に いた る 各時期 の 土 器が

細片 と な って 出土 し 、 これ らの 土 器片 は 摩

滅が著 し い 。 I ' II 層 は近世以降 の土 層で、

E層 は平安期 に 比定 さ れ る 土師 器、 須恵 器、

青磁 が出土 し て い る 。 福土 、 水溜両遺跡 に

かける 柱穴群 、 土壌 、溝状遺構、 竪穴住居

祉 な ど の遺構は 、 N層上面 に お い て確認 さ

れ る 。 以 下 は無遺物層 で あ り 、 福土遺跡 の

方形土壌群 や柱穴の 深 く 掘 り 込 ま れ たもの

で は V層 に 達して い る 。 (野田拓治)
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第2章 予備調査と 文 明供養碑の調査

(1) 国道325号試掘調査結果

国 道 325号 改良 工 事に伴 う 埋蔵文化財の 試掘 調査を 4月末 日 よ り 5月上旬に か け 実 施 し た

が、 調査結果及び所見 は 下記の と お り で あ っ た 。

1 中 央杭 必 69-71

周辺 よ り やや 徴高 地 と な っ てお り 、 土 器片 が表土 に 散乱 し てい る た め 、 長 さ 20m ・ 幅 0. 9m ・

深 さ0. 6mの ト レ ン チを 設定 し 掘 り 下 げた 。 し か し 遺構 は 見 ら れ な か っ た 。 ト レ ン チ内 よ り 弥生

饗 口縁部 一片 が出 土 し た 。

2 中 央杭 胤.7 4-76

ト レ ン チを 設定 し 深 さ0 .55-0 .6m掘 り 下げた が、 出土遺物 は 見 ら れ な か っ た 。

3 中 央杭胤.83-87

周 囲 の 水田よ り 約 1 m 程度の 微高地と な っ てお り 遺構 の 存在 も 考 え ら れ る の で 、 ト レ ン チを

設定 し そ の 層序関係 を 調べた 。

表 土下0.4-0. 5mに遺物包含層があり、 土師器片が含まれ、とくに高台付の薄手の皿が多い。

表 土下1mから菊池川が運搬佐積したこぶし大前後の礁と砂が混る砂礁層となる。 この砂磯層

は古代以前の堆積で あろう。 土師器片以外に施軸陶器や妬器片が見られる。 表 土には各時代の

遺物が散乱するが、 平安から鎌倉初期頃まで の遺物が主体を占めるようで ある。

4 中 央杭 瓜. 98-99

こ の付近に な る と森北 に近 く な り 、 なだ らかな扇状地を利用し て造成 し た畑作地帯 になる。

表 土下 1 .3m位まで 土師器、 須恵器細片の混る包含層がある。 とくに土師器片が多いが遺構は

居室言忍さ れ な い 。

5 中 央杭 .Á'O. 10 2- 103 

長さ1 5m・幅 0.9m・深さ0.7mのトレンチを設定、 一部 は深さ2 mまで 掘り下げた。 遺物

包含層は表 土下 0.3- 0.6mで 須恵器片が多い。

須恵器片は薄手で焼成がよく青味の濃いものが多い。 土師器片も薄手が多い。 一部に落ち込み

が見られたのでトレンチを約3 mX2mに拡張し精査した結果、 生活遺構の一部と思われる窪

みを肩書351した。

6 中 央杭 .Á'O.10 5- 106 

深さ0.8mまで トレンチを掘り下げたところ、 幅0 .5 5m .深さ0.3mの小砂礁のぎっしり詰

った溝が確認された。 方向は東から西へ走っているが、 古代の水路と考えられる。 溝底より土
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師 器 2 片 が出 土 し た 。 表土 か ら 溝底 まで 0.6m 佐であ る 。

周 辺に は土 師 器 ・ 須 恵器 の高台付皿片 、 施紬陶器片 が見 ら れ る 。

7 中 央 杭 Yo.104- 105 

ト レ ン チ内 よ り 土師器小片 が出土 し た。 一部 を 約 1.6m 掘 り 下 げ た 。

8 中央 杭 五137- 138 

こ の 区間 に は 文 明 1 1 年銘の 供養碑が存在 す る が、 試掘調査の 際本調査も 兼ね て 実施し た の で

今後調査の 必要 は な い 。 た だ し 、 碑の 移転お よ び、移転箇所 に つ い て 考慮す る 必要 があ る 。

9 全体所見

今回 試掘 溝を 設定 し た 箇所 は 、 遺物の散乱 が見 ら れ遺構の存在す る 可能性が強 く 、 本調査 が

望まし い が、 とくに 本調査 を 必要 と する と こ ろ は 中 央 杭胤.83-87 の部 分 で あ る 。

こ の 部分 は平安時代 を 中心 と す る 遺 構の存在 が推定 さ れ 、 微高地 に あ る た め 荘園 の 荘所の 存

在 の 可能性も 考 え ら れ る 。

こ の た め こ の 区間 に つ い て は本調査 が 必要でb、 悶天 日 を 除 い て最低 1 カ 月 程の 調査日 数 を 要

す る と 思 わ れ る 。 発掘面 積は約 600 ばで あ る 。

(2)試掘調査に おける出土遺物

1 中 央 杭五.83-87(福土遺跡 )

試掘溝 を 設定 し た 水 田 内 で 微 高 地 を 形 成 す る 中 央 杭の 脱出- 87 の部分 か ら は 、 平安時代 前

期 頃の 土 師 器片 を 主体 と す る 遺物 が出土 し た が、 周辺水田 内 に も 同 様の破片 や須恵器片 や鎌倉

期 の も の と 考 え ら れ る 土師 質土 器片 と 共 に 、 青磁片 の散乱 が多 く なっ て くる 。
(註1 )

今回 の 試掘 お よ び表面 採集 に よ っ て 得 ら れ た遺物の 主 な る も の は 第 4 図 に掲 げ る と お り で あ

る 。

第 4 図 の 1 - 6 ・ 12- 14 ・ 18-21 が福土遺跡 か ら 出土 し たも ので あ る 。 1 ・ 2 は 試掘溝の 表 土

下 0. 5m 位 の 箇 所 か ら 出土 し た も の で 、 l は 口径9 .9 cm ・ 高 さ 3 .7 cm 、 2 は 口 径12. 1cm ・ 高 さ 4

cm程度 の 高台付 の 土師器皿で、 あ る 。 l に は 「上」 と い う 字 が さ か さ に 墨書 さ れ て い る 。 こ の 2 点
(柱2)

は遺構 に付属す る も の で平安前期 頃の も の と 思 わ れ る 。 こ の 外、 内面 の み黒色を 呈す る 黒色土

器の 高 台部 も 数点 出土 し て い る 。

3 - 6 は 、 土師 質の皿類で大小 あ る が、 日 用雑 器 と し て 使用 し た も の で あ ろ う 。 4 の 大 型の 口

径 が1O. 9cm 、 5 の小 型の 口 径 が 6 cm を 数 え る 。 本調査で遺構 に付属し て 出土 し た 土師器皿の 底部

は、 す べて 箆切 り で 、 糸切 り は一片 も 見 ら れ な か っ た が、 こ れ ら は 全部糸切 り 離 し と な っ て お り 、

試掘溝の比較的浅い 部分 か ら の 出土 で あ る の で、 そ の後 の 中世期の遺構 に伴 う も のであ ろ う 。

12- 14 は 瓦質の 摺鉢片 で あ る 。 3 片 共 別個体 の も の で あ る が同時期の も の と 思 わ れ る 。 14 は

一般 の も の と 比 べる と 底部 が広く 、 内部 の 立 ち 上 り 部分 に 使用 に よ る 摩滅痕 が認 め ら れ る 。
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18�21は磁 器および州器類である。18・19，:土青磁碗の胴部片で、 19は外面に鏑造りの連弁文、

18には連弁文の退化したものが箆により描かれている。 19は南宋代の砧青磁と呼ば れるもの、

18は明代の青磁碗であろう。 20は染付の碗口縁部である。 口縁部での極端な外反等が特色をな

すが、 明代のものであろう。 21は大型の費の胴部片で備前の特色を備えており、 水饗として使

用されたものと思われる。

以上に見られるように 試 掘によって得られた遺物は、 本調査によって出土した平安前期頃の

遺物と異なり、 殆んどが中世時の遺物である。このことから 菊池川河川敷に近い水田内の中央

に住置する微高地が、 古代から中世時へと引続いて人々の生活の何らかの拠点となっていたこ

とが考えられる。 その拠点、となったものが伺であったか明らかでないが、 古代における越州窯

青磁の出土や、 何片もの墨書土器の出土や遺跡の立地場所から考えると、 当時の菊池郡家もし
(註 3 )

くは荘園の荘所といったものの遺構である可能性を秘めているようにも思われる。

2 中央杭 Å'O. 102�103 

この部分は扇状地の扇央部にあたり、 やや乾燥した畑作地帯の広がる部分である。 この部分

は古代における集落の存在した場所と思われるが、 第4図の15�17は平安初期頃の生活遺構と

推定される落ち込みのなかから出土した遺物の一部である。

15は口径が25.1cmの土師の饗口縁部で、ある。 外面口頭部は横なでにし、 口頭部直下より縦方

向に刷毛目が走り、 器全体の整形をなして、 内部は下から上方向に箆削りの痕が残っている。

復原すれば40cm程度の器高を持つ炊飯用の饗と考えられる。

16は口径20cm程度の須恵器の壷で、口縁部周囲に櫛目による波状文が施される。器高25cm程度

の壷であろうか。

製作年代は須恵のE期のA頃 に比定されるべきもので、6世紀前半代のものと思われる。また

同 時期のf不の身部 2 片も同所から出土している。

17は口径が 9 cm ・高さ2.3 cmの高台付の須恵器皿で、ある。時代は下ると思われる。以上の外に

相当量の土師器および須恵器破片が出土したが、 平安前期から中期にかけての 時期のものと思

われる。

これらの遺物 の出土からこの扇央部一帯に、 古墳時代から平安前期頃に菊池川が形成した肥

沃な沖積平野の水田を基盤とする、 一大集落が営まれていたことが推定される。

註l この遺跡については、 昭和49年の県営岡場整備区域に含まれていたため、 菊池市教育委員会が主体と

なり発掘調査を実施した。 この結果、 室町期の五輪 塔10数基および陶磁片多数が出土し、 中世時の遺稿
であることが明らかとなった。

註2 本調査により、遺構に伴って出土した土自iIî器にも墨書銘のあるものが三点発見されているが、共に文字
が逆になっている場合が多い。 使用しない場合、 口縁部を下に伏せて保管していたものと思われる。 な
お、三点のうち二点は 「回」もしくは 「用」と読めるが他の一片は不明でーある。

註3 本調査によって確認された遺構は、掘立 柱建物・方形土壌・溝状遺構 の三 種があげられるが、 問題
の墨書土器は、福土遺跡、の南側C地点のほぼ東西に走るi制犬i重構の中に投棄されていたものである。 こ
の溝の性格は不明であるが、 これら荘所等の建物を囲む潜であったことも考えられる。
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(3) 文明供養碑の発掘調査

l はじめに

国道325号(赤星~甲森)の改良工事に伴う埋蔵文化財の 試掘調査結果については前項に述べ

たとおりである。 このなかで、 と くに中央枕のが�83 - 87の区 聞は周辺水田よりやや微高地と

なっており、 試掘によって平安から鎌倉閉にかけての遺跡の存在が考えられたため、後日別途計
(註1 ) 

画による本調査を実施することになった。 この調査結果が第3章以下に福土遺跡として述べら

れる野田拓治の報文である。

ところが、この赤星~甲森区聞は殆んどの部分が新設路線であり、 盛土による工法を取る部分

である。 このため、 この 盛土に用いる採土を妙見地区の文明碑の所在する山地から運ぶので、

先般来この部分の調査を早急に実施して貰いたい旨、 道路建設課より申し入れがなされていた。

また、 加えてこの文明碑の所在する妙見地区は原口長之氏により中世豪族屋敷村の形態を今に
(註2)

残す集落として、 早 くから指摘されており、 学問的にも貴重な存在となされている所である。

氏はさらに、 この文明碑に注目し、 妙見地区における宮川一族の入植の 時期の目安として捉え
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ので、 この遺跡に関連する中世時の館跡等が存在したのであろう。

文明碑の立つ一帯の字名は、 地蔵屋敷と呼ばれる 所で、 現在雑木林となっている。 この部分

はやや傾斜をなす上 ・下二つの平坦地から形成されるが、 碑が立つのは上段の 約30坪程度の面

積を持つ平坦部である。 この部分に文明十一天と記銘のある柱状の碑 1基と、 五輪塔空風輪部)

 

凋“.1

 

1

 

f、
2 個 および石 造物 の一部 と思われる加 工 し た石材 が散乱 し ていた。

3 残された碑文

碑は、 良質の凝灰岩を素材としこれを柱状に整形し、 供養碑として使用している。 碑高が 約

1.6m、 横幅の最大値が 約22cmを数える。 碑のT頁部には方形の納の欠損跡が 僅かに残るので、

建立時には笠部が存在したと思われる。 以上の事実から考えると、現在欠損しているが、本来仏

教に関する石造文化財の分類からすればこの碑は笠塔婆と呼ぶべきものである。 碑の下部は先

の尖ったままで加工がみられないので、 特定の基礎部分は持たず、 直接地中に埋め、 立ててい

たので あろう。 (図版3 ) 

碑の正面部分と思われる平坦面には伺らかの文字が刻まれていたと推定されるが、 剥落が激

し く解読することはできなかった。 右側面の部分に刻まれた文字は一部欠損もあるが、 下記の

とおりである。 ( 第6図)
(註5 ) 

円口十円円圃天十明

両一
回

文

子

週

柑

この碑の建立時期を記銘したもので

あろうが、 文字に誤字が多しミ。 口を施

したものは一部 欠落しているものおよ

び誤字等である。 ，-卒」は時の異体文

字で あろうか。 干支の「代」も戊の誤

りと思われ、 次の「忍」の字は「成」

を表わす文字と思われるが明らかで な

い。 諸氏からの御教示を願いたp。 文

明11年は西暦14 7 9年にあたるがこの年

は己亥の年にあたり、 戊成とすれば干

支を誤っていることになる。 図は孝の

つもりで あろう。

以上の刻名から、 この碑は文明11年

に両親の菩提をとむらうために建てら

れた供養碑と思われる。
第5図(2)碑文とその拓本
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この 碑の 周 辺 か ら 散乱す る 2個の 空風輪や今回 の発掘 に よ っ て 出土 し た 数 基の 土 墳は 、 この

碑に あ る 両親の 墓 壌と 思 わ れる 。 被葬者が誰で あ っ た の か記銘 が な い の で判 ら な い 。

な お 、 道路新設の 際、 掘削 さ れた 土手面 に 大小の 落ち込み が 発見 さ れたが、 あ る い は 当所が

この 一族の 墓所で あ っ た こと も 考 え ら れ る 。 これら の 墓所は 、 文 明11 年よ り 以前 に す で に 成立

し て い た で あ ろ う こと は 碑文 か ら も 推察す る こと が出 来る 。

4 地 下遺構

文 明 碑周 辺 の 土 層 は 、 厚さ O.4mの 黒色を な す 腐植土 と その 下に 横 た わ る 地山 の黄色土 か ら 成

り 立 っ て い る 。 厚さ 約0. 4 mの表土 を約 0. 8m!こEっ て 剥 ぎ、取っ た 結果、 地 山 の 黄色 土 に 掘 り 込 ま

れた 9 箇所の 土 壌と 11 個 の柱穴 が確認 さ れた 。 これ ら の 土 壌と 柱穴 の 概略は 次 表 の と お り で あ

る 。
第 2 表 文 明 碑周辺発見 の土 療の状 況

名 称 規 中莫 形 状 状 況 備 考東西 X 南北
第 l 土 嬢 高句 1 . 1X 1. Om 円 形 墓壌と 推定

第 2 土 墳 方 形 ゴつ の柱穴 の 重 な り 合い 土師質土器片出土
第 3 土 墳 約 0. 7X 0.7m 円 形 墓 嬢

第 4 土 壌 六つ の柱穴の 重 な り 合 い 大 木の 樹根跡 か

第 5 土境 円 形 三つ の 土 壌の 重 な り 合 い 墓 壌

第 6 土 壌 車句 0.7X 0 . 7m 

第 7 土 壌 車守 0 . 9X 0 . 9m コつ の 土 壌の 重 な り 合 い

第 8 土 壌 指令 0.7X 1 . 5m 須恵器破片一片

第 9 土 壌 事守 1. 3X 0.7m 二つ の 土 壌の 重 な り 合い

以 上の 土 壌の う ち、 殆んど墓墳と思 われる が 第 4 土墳は内部 lこ5 つ の 小穴 が複雑 に 重 な り 合 っ て

い る の で、 大 木の 樹根跡 で あ ろ う 。 各墓 壌の深さ は現表土 よ り 1 m 前 後 で 、 比 較 的浅い も の が
(註6 ) 

多 い 。 土 横内 の 土 は 注意 深く 排土 し た が、 人骨お よ び遺物の 出土 は み ら れな か っ た 。 人骨の 埋

葬は 少な く と も 文 明11 年(1479 ) 以前で土 葬だっ た と 思 わ れる の で 、 完全 に 土 に か え っ て し ま

っ た の で あ ろう 。 柱穴状の ピッ ト は現在11個 み ら れ る が、 土 壌等 に 重 な っ て い る の も あ る と 思

われ る の で、 実際 の数 は こ れ を上まわる 数 とな ろ う 。 こ れ ら の ピッ ト は 直径 0.3m 、 深さ 0.4-0.5

m 程度の も の が多 く 柱穴 と 思 わ れる が、 家 屋の柱穴 で あ っ た の か ある い は これ ら の 墓 を 覆 う た

め の覆 屋も し く は 屋形 の柱穴 な の か は 明 ら か で な い 。 第 5 土 壌に 重 な り 合 っ た ピッ ト お よ び第

9土壌内 に あ る ピッ ト は 、 と も に 表土 よ り 約 1.2mの 深さ を 数 え る の で 、 あ る い は 中 世時 に 当

所 に 墳墓 堂等の 施設が存在 し た こと も 考 え ら れる 。 な お 、 ⑧ピッ ト お よ び@ピッ ト よ り 土師 質

土器片 2 片 と 木炭片 が出 土 し て い る 。 と も に糸切底 を な す 燈明皿片 で、小破片 と な っ て い る 。

以 上の 外の ピッ ト と し て は 、 文 明供養碑が建 っ て い た跡 があ る 。
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5 出土遺物

文明碑周辺から 6 片の土師質土 器と 1 片の須恵 器片が出土した。 土師質土 器はすべて小破片

となっており、 底部に糸切りの跡の残る雑器として製作された皿類で、殆んどが小破片である。

(第 4図・ 7 ) 6 片のうち 3 片は柱穴状のピット内から出土した。 第8 土墳から出土した須

恵 器片は復原すれば12.4cmの杯の蓋部と思われる。 (第4図 ・ 8 ) 

この 7 点 以外は明治頃の染付片を除いて伺らの遺物も発見できなかった。 染付片は後世文明

碑に そなえた花瓶等の破片と思われる。 なお、 52年6 月26 日、道路掘 削中に遺跡を踏査した際、

小破片となった土 器片 5個を採取した。 共に底部に糸切りの跡を有する破片である。また、周辺

から の表採遺物としては、 妙見宮境内の拝殿に向って左側一帯から多数の土師質 土 器片(第

4図・ 9 )および瓦質の大型嚢口縁 部 片 (第 4図・11)を、 また神社裏手より内 部に劃花文の

ある青磁碗胴 部破 片1 片 (第 4図・10)を採集した。 神社周辺 に中世時の住居が存在したので

あろう。 神社境 内 には時期不明の猿田彦大明神の碑および明和9 年壬辰天寄進の水盤が残るの

みでト他 に古い石造物等は見られない。 (桑原憲彰)

6 妙見村の性格(豪族屋敷村)

菊池市隈府を出て大津町にいたる県道、 隈府街道が赤星を経て花房台地にかかるところに上

妙見村がある。

集落の東、 南、 西を 120mの等高線に固まれ、 僅かに北にひらけ、 比高20mをもって盆地に

接する 所であり、 2条の濠をめぐらした天然の要害である。 ，-天神さんの池」としてしめ縄を

はりめぐらし、 不浄のものを洗うことを厳禁されている一大湧水をはじめ、 数箇所に湧水があ

り、 最近まで集落会戸が飲用水として使用していた。 集落の大部分の家が宮川姓を称し幾重に

も血縁関係が結ぼれている。

御屋敷、 東屋敷、 西屋敷、 大道下、 院の馬場、 地蔵の上、 問、 小聞などの地名が現存し地蔵

の上には文明年間の古碑がある。

一族の宝 器として一面の琵琶をもち、 正月11 日先祖祭りの席上で宝 器の安否をたしかめ、 終

って酒宴を聞 く。 琵琶はもと鎮守の妙見社に奉安していたが盗難事件が起ったので 以来同族の

聞を廻り持ちにしているという。 一族の祖先として祭る墓 碑もあり豪族屋敷村の遺制を伝えて

いる。 恐ら くは室町中期あたりに移住して来た菊池氏の支流であろうと思われる。

台地周辺には他にもこうした集落一一山鹿市庄屋村、 山鹿市城、 植木町内区などがある。

(原口長之)
註l 地形上および試掘による採 集遺物から、 菊池郡家もしくは荘園における荘所の存在の可能性も考え

られる0

2主2 原口長之「上妙見豪族屋敷村」一族の質物「琵琶」 旬刊やまと 昭和28年
原口長之「一族の宝器を護る豪族屋敷村」 熊本県の地理皿 光文社 昭和39年7月

註3 現在の国道 325号が中世時より菊 池と大湾を結ぶ主要幹線道路であったことは、 遺跡所在地の森
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北から菊池の中心街に到る3kmの聞に現在残る小字名等からも推定することができる。 遺跡近くで立

石、 大道下、低平な盆地部に出て中道、福土(ふく道)、そして菊池川河川敷に近くなるにつれ水溜、

石道 等の字名 が 見られる。 これらの小字名は現在の国道にほぼ絡まるようにして残るので、 昔も現

在とほぼ同様の位置を道路が走っていたのであろう。 この道路の起源は古代にまでさかのぼることも

考えられる。

註4 昭和26年頃、 当集落を調査された原口長之氏によると、 この文明碑以外にもう一基、 石碑が存在し

たとある。 現在見当らないので、 その後庭石等に待去られたのであろうか。

註5 元来、 この碑は頂部に笠をいただき四面共に精綴な面取りがなされ、 きわめて主主形された石柱であ

ったと思われる。 四隅の角をなす部分は幅3c回程の隔で角が削られており、正面部分には、種子もし

くは願文等カ咳リまれていたのであろう。 しかしこの部分は剥落というより全面に豆つてのみ等で故意

に打ち欠いた痕跡が見られる。

また、銘文の残る面の上端および右上端角商も大きく打ち欠がれ、さらに笠を支える納も折れて上部

の破損は著しい。

時は応仁、 文明と京都の戦乱が地方に波及し全国的に戦国時代の過中にまき込まれていく時期であ

るが、 思うにこの稗も、 建立後この 戦国期に到り菊池氏滅亡後のゆれ動く菊池家臣団の聞に起った小

競合いのなかで割l合の!t!f，ぃ部分が抹消され、 差し支りのない年月 日の記載された面のみが残されたと

は考えられないであろうか。

あまりにも、 破損の激しいこの碑に以上のような疑問を感じずにはいられない。

註6 熊本県文化財調査報告 第12 集 「尾窪」および「熊本県の文化財調査第l号おさき墓地」参照。

中世から近世中頃までの庶民の土葬墓の墓嬢は浅く小規模なものが多い。 土墳の形状は方形ないし

は長方形のものが一般的であるが、 これは遺体を納める棺の形状に左右されたものであろう。

(4)ま と め

1 文明碑の性格

この文明碑は現在、 笠部が失なわれ塔身部のみになっているが、 仏教に関する石造物の分類

からすれば、 本来、 笠塔婆と呼ぶべきものである。 つまり、 仏像や仏種子を彫った角柱の上に

笠をのせた形の塔である。 お そら く仏像を安置した厨子の台座を長 くして、 これを地面につき

たて礼拝できるようにしたのが起源であろう。当文明碑も、下部は先の尖ったままの加工のみら

れない状況を呈しているので、直接地中に埋め立てていた時期の名残を留めるものと思われる。

笠塔婆の起源は従来、 鎌倉初期のものを最古としていたが、 近年、 熊本市本光寺の笠塔婆が

発見されるに及び、 その起源を平安初期まで遡らせることが可能になった。 この時期の笠塔婆

は前述の意義を持つものであったろうが、時代が下るにつれて個人の供養塔へと変貌してい く。

この文明の碑が建てられたのは文明11年(西暦14 79)で 、 おそらく両親の菩提を弔うため

の供養塔として建立されたものであろう。 建立者については記銘がないため誰で あったのか

明らかでなしミ。しかし、 6 妙見村の性格のなかで原口長之氏が述べておられる如く、 この碑

の所在する妙見地区は集落地理学上で、いう豪族屋敷村で あり、 その成立は室町前期頃で あっ
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ったと思われる。 原口氏の調査によれば、 妙見地区の成立は以下のとおりである。

1f'64戸中40戸が宮川姓を持ち、 血の濃淡の差はあっても大体親類同志で、 家によっては三代も

血を重ねている所もある。 そのなかの一軒が宗家であり、 宮川姓一統は共同の宝物として琵琶

を持っている。 また、 宮川一族が共同の祖先として祭る墓石には「健磐龍命後胤宮川大膳大夫

実信苗音宮川勝三郎実光之墓寛永19年 8 月16日半行年65才」とあり、 傍に小さく「明治27年復姓

宮川と改む再建発起人」とある。明治年聞に建立したものであるが、 一族の記憶のなかに残る祖

先の名前であろう。 また、 中世に関連のある小字名を字図から拾ってみると、 御屋敷、 東屋敷

西屋敷、 院の馬場、 地蔵の上、 問、 小閥、 仁田畑等があげられる。
(誌5)

これらの地名および文明碑から原口氏は、 この集落は中世のある 時期 それはお そくとも地蔵

の上の石碑が語る「文明11年」 以前にある豪族が一族郎党を率いてこの地に住みついて出来た

ものであるとし、 その豪族の宗 家(氏の長者)の屋敷のあった場 所が小字名に残る「御屋敷」

の地で、 その一族が「東屋敷J r西屋敷」に住んでいたのであろうと推定されている。

以上のことからさらに、 一族の記憶に残る宮川大膳大夫あたりが、 室町時代前半頃、 最初こ

の地に入植し村造りをなし、 後の宮川勝三郎実光が江戸初期頃花房台地等の開拓を進め、 一族
( 註 6 ) 

の基盤を固めた人ではなかったろうかと推論される。 そのため一族の英雄的存在として人々に

記憶されていたのかも知れないと。』

いずれにせよ、 この妙見地区が「天神さんの池」といわれる一大湧水池を中心に、 室町 時代

前半頃ある一族によって村造りがなされたことは疑いない事実であろう。 この文明碑には大孝

子とあるだけで建立者の直接の名前は記銘されていないが、 この宮川氏一族の先祖が建立した

可能性も考えられる。

2 宮川氏について

しかしながら、 これもまたー憶測に過ぎないが、 宮川氏については 以下のような推考も可能

である。

妙見の宮JiI一族が共同の先祖として粛き肥る碑によれば寛永18年に65才で没した宮川勝三郎
(註7 ) 

実光は宮川大膳大夫の後背で、 健磐龍命を祖と称しておりこのことから、 この宮川氏が阿蘇氏

の一族であったことが判る。

宮川氏は阿蘇大宮司にっかえる社家・神人の筆頭である。 碑によれば宮川勝三郎は寛永18年

(1641) 65才で没しているので天正五年(1577)生れとなり、 阿蘇氏の中世豪族としての没落

を目のあたりに眺めてきた年令の人であった事になる。阿蘇氏が島津氏の勢力に屈しその本拠也

である矢部の浜の館が落去するのが天正14年(1586)であり、 その後阿蘇氏は惟善大宮司の時

加藤清正の裁許により居宅を宮地村に構営している。

矢部浜の館を離れる際、 社家・神人および、家臣は矢部に留ったり、 あるいは他 所へ移り住ん

だり離散してしまうが、 その主を失った社家・神人の一人が宮川勝三郎実光であり、 この地に
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活路を求めて村造りをなしたと考える方が妥当なような気がする。

なお、 この地は室町期を通じて菊池家の三家老の一人である赤星氏の本貫地であり、 菊池氏

の本拠地 隈府も指呼の間にある。 この赤星より 1 km の距離しかない妙見地区に室町前期頃に

阿蘇氏の一族である宮川氏の入植を求めることは無理なように思われる。

恐ら く、 菊池氏滅亡後の隈部氏を中心とした勢力が国人ー撲により崩壊した後の江戸 時代初

期頃に宮川勝三郎実光にヲ|いられた宮川一族の入植を推察することが妥当ではあるまいか。

とすればこの文明碑は赤星一族の建立である可能性も依然として残ることになる。 (桑原)

詰1 熊本市坪井にある本光寺の笠塔婆は四重層塔の形状をなすが、 実際は笠塔婆であることが近年の調

査で明らかとなった。 塔身に安元元年(1175)の銘があり、 日 本最古の笠塔婆である。 四面に四仏を

表わす党字が刻まれる。 昭和46年4 月 21日、 県の有形文化財に指定された。

註2 植木町円台寺跡に鎌倉時代初期、 建久四年(1193 )および建久七年銘の二 基の笠塔婆がある。 笠部は

失なわれて現存しない。 建久四年建立 の塔婆は建久三年十二 月 に歳若くして入滅した首、朗という僧の

供養塔であるo

註3 妙見宮は本来北斗七星を肥る社であるが、 わが国では水の神様を杷りその境内に一大湧水池を待つ

ものが多い。 当集落の場合、 天神社内に一大湧水池を持ち妙見を集落名とするので集落の発生をこの

湧水i也付近と考えてもよさそうである 。

註4 豪族屋敷村の場合、 豪族の館を中心としてある一定範囲を土塁、 水濠等で凶い込む場合が多い。 い

わゆる当時の防禦体制の意味を持つものであるが妙見地区の場合、 菊鹿盆地に後する集落の前面にめ

ぐらされた二条の濠がこれにあたる。 また一族の守護神、 仏を紀った のがJ-:字名に残る地蔵の上だっ

たのであろう。

詰5 この外集落内に残る字名としては、 萩の迫、 土取、 尾迫、 迫畑、 渡回、 落水の上、 立 石、 仁田畑、

もとどり山、 深田、 鳥の子、 中の坪、 白金、 馬渡、 落水、 東森北、 鳥越、 山鼻、 辰穴、 大道下等があ

げられる。

詑6 集落内に残る開、 小 関等の小字名は多くの場合、 江戸時代初期頃のいわゆる新田開発時代にその開

墾地につけられたI也名といわれる。

詰7 古川勝三郎実光の先祖を、 明治27年建立 の仰は'白川大謄大夫実信に求めている。 何からこの名称を

採ったのかは明らかでない。 大勝大夫は令指IJ官織による宮内省被 官で、 諸国雑物、 食料等を調達する部

局の大膳司として{ 立は正五位の上、 官は大勝戦となっている。 これらが車Zじて、 後世、 人名として使用さ

れるようになるが、 古来、 朝廷と官接な関係にあり、 朝廷の機構等を踏襲する阿蘇社においてはこれ

らの名称等が意 外と使用されていたようで、 応、永年間の阿蘇社洞官連署起請文写等をはじめ、 社家、

神人の名称に一大夫、 二大夫、 三大夫等の名前が阿蘇文書内に散見する。 このことから、 宮川大勝大

夫実信も実在の人物だったのであろう。 阿蘇氏配下で中世時に宮川氏を称する者として他に、 阿蘇郡

蘇陽町二瀬本所在(/日柏村)の二瀬本城主に宮川大炊守と いう人がいる。 年代等不明で、あるが、 阿蘇

氏の家臣であったことは明らかである。 この宮川氏は大炊守を名乗るがこの名称、も元来は宮内省の被

官として諸国の春米・雑穀・諸司に分給する食料等を司どる役目で大膳大夫と似た職掌を待つもので

ある。 これらの事実から宮川氏は阿蘇大宮司下にあって古来より社家神人の筆頭として食料を扱い祭

事を司どる役目を持つ一族であったことが考え られる。
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第3章 福土遺跡の調査

(1) A地点(第8図)
調査 区 北 側の A地 点 に6 基 ( 1 - 6 号 方形

土壌 ， 第 9図) 、 また C地点掘立柱建物社北西

隅 にl 基 ( 7 号) の 計 7 基の 方形土壌 を検出 し

た 。 とくに 1 - 6 号 では 南北約 7m、 東西約10m

の 範囲 に密 集 し て いる 。

1号方形土墳
土墳が確認できた層位は町層黄褐色砂質土層

の 下部で、 南北 1.3m、 東西1 .26mのほぼ正方

形プランで深さO .7 4mを測った。 切り込み面よ

り約O. 2mでV層砂磯層に遣し、 土壌の床面は

ほぼ水平を保っている。 A-B、 C-D断面が

わずかに袋状になるのは、 土壌掘削後の壁面の

剥落によるものであろう。 土壌内の堆積土層は

上下 2 層からなり、 上層は暗褐色土層一第 3図

E層と類以するーには、 土師器 ・須恵器 の細片

の他に多量の礁が混入していた。 下層は土壊中

央部では掘削直後の残位層で、町層(地山 )の塊や

砂が混った黒色土層で厚さO .15- 0. 2mを測った。

2号方形土墳
土墳の切り込み面は町層下部である。土壌は南

北1.28m、東西1 .30mで、ほぼ正方形を呈し深さ

O .55m を測った。土境内の地積土層は上下 2 層か

らなり、 上層は砂磯混りの時褐色土層で、 上部

より土師器皿 2 点(第10図3・ 4 )を初め、土師器

部 ・費、須恵器杯 ・蜜などの破片等が出土した。

3号方形土境
土壌群の中央部に位置している。 7 基のうち

最も大き く、 南北1 .55m、 東西1 .50mで隅丸の
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方形を呈する。 深さは中央部で0.75mと最も深 く縁辺部が浅 くなる。 土境内の堆積土層は3 層

からなり、 上層は暗褐色土層で、 下層は残位層である。 上・下層の聞に炭化物・焼土を含む黒

色土層がレンズ状に堆積している。遺物は各層から出土するが、と くに前述した黒色土層中に土

師器審形土器の大型破片(第9 図、 図版6)か守甲しつぶされた状態で出土している。

4号方形土壌
南北1.29m、 東西1.20mでほぼ正方形である。深さ0.50mで底部は ほぼ水平面を保っている。

東及び南壁断面が袋状に曹人するのは、 壁画の剥落によるものであろう。 土境内の堆積土は上

下 2層からなり、 上層は暗褐色土層、下層は残位層で黄褐色の砂に大小の円礁が混入している。

遺物は土墳の北西部隅に須恵器大費破片 2点 (第9 図、 図版6) 、他に土師器郎、 曹などの細片

が出土している。

5号方形土塙
土墳群の最も北端に佐置している。土壌はV層砂磯層で確認され、m.百層は上部からの削平

により失われている。 土壌の確認面での規模は、 東西・南北とも1.07mを測り、 隅丸の正方形

を呈する。深さは約0.3mで底面はほぼ水平を保っている。 土壌内の堆積土は3層からなり、 上

層は磯混りの暗褐色土層、 中層は炭化物・焼土を多 く含む黒色土層で、 土墳の南東部隅を中心

に堆積している。 下層は黄褐色砂磯層の残位層で、 暗褐色粘質土のプロック細片が混入してい

る。 遺物は黒色土層中に土師器費破片数点が出土している。

6号方形土墳
土績は南北1.19m、 東西1.20mで、ほぽ正方形を呈する。 土壌は黄褐色粘質土下部で確認し、

約 1. 0mで砂質層に達している。 土壌内の堆積土層は上下2 層からなり、 上層は暗褐色土層、

下層は残位層である。 土壌内からの遺物は、 土師 器事細片数点、が検出されたのみである。

(2) B地点(第10図)
調査区の中央部のB地点から計42個のピット群が検出された。 これらは柱穴とみられるが、

E層黒褐色土層を取り除 くと町層黄褐色土層上面で確認でき、 V層には達していない。 各柱穴

の計 測値は第3表に示したとおりである。柱穴内の堆積土層は、P 8 .  P 12. P 18. P 30. P 32. 

P34は暗黒色土で識別が容易で、あり、 他は全て黒褐色土層であった。したがって、P 8-P12-

P 18-P 30とP30-P 34を桁行梁行のいずれかと考えるなら、建物の一部が復原できる。ここで

は仮にこれを、掘立柱建物祉Iとした。これによると桁行住間寸法はP 8-P 12は1.80m、 P12 

-P18は2.23m、 P18-P 30は1.95mで桁行計5.98mである。 梁行間す法は北側のP30-P 34 

で2.83m、 南側のP 8-P 3で2.90mである。 桁行・梁行とも法量は不同である。 柱穴群は調

査区外に延びており、 1 間X 3 聞か 2 聞X3聞の建物であるかは推測の域を出ない。 さらにこ

の他に数軒の建物の重複が想定されるが、 正確な軒数を把握することはできない。したがって、

-22ー
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ここでは各柱穴の計 測結果を一覧表(第3表)にまとめるにとどめたい。

第3表 福土遺跡 B地点柱穴計測表

番号

P 1  

P 2  

P 3  

P 4  

P 5  

P 6  

P 7  

P 8  

P 9  

P 10 

Pl l 

P 12 

P 13 

P 14 

P 15 

P 16 

P 17 

P 18 

P 19 

P20 

P 21 L 

長 径

37. O"� 

42.0 

57.0 

54.5 

43.5 

41. 0 

50.0 

56.0 

30.0 

45.0 

44.0 

51. 0 

48.0 

45.5 

51. 5 

48.0 

37.0 

52.0 

40.0 

54.0 

40.0 

短 径

36.0"'" 

37.0 

48.0 

51. 5 

40.0 

40.5 

46.0 

50.0 

29.5 

42.5 

44.0 

48.0 

44.0 

41. 5 

42.0 

40.0 

33.0 

46.5 

36.0 

49.5 

38.5 」 一一

;栗 さ

13. O"� 

40.5 

42.0 

29.0 

12.0 

32.5 

37.0 

45.5 

17.5 

53.5 

47.5 

42.5 

36.0 

66.0 

47.0 

22.5 

22.5 

54.5 

20.5 

41. 5 

40.0 

(3) C地点(第11図)

標底 部高
48.28m 

48.0 2 

48.0 2 

48.1 3 

48.2 8 

48.1 8 

48.1 3 

48.055 

48.3 3 

47.885 

48.045 

48.095 

48.1 8 

47.8 0 

47.975 

48.205 

48.295 

47.9 6 

48.4 0 

48.0 8 

48.0 8 

番号

P22 

P23 

P24 

P25 

P26 

P27 

P28 

P29 

P30 

P31 

P32 

P33 

P34 

P35 

P36 

P37 

P38 

P39 

P40 

P41 

P42 

長 径

53. O"� 

30.0 

41. 0 

39.0 

33.0 

39.0 

38.0 

43.0 

41. 5 

45.0 

50.0 

47.0 

54.0 

47.0 

53.0 

56.5 

50.0 

55.5 

57.0 

45.0 

32.5 L ー

短 径

47.0"'" 

27.0 

40.0 

37.0 

ワ

つ

ワ

ワ

40.0 

41. 5 

49.0 

43.5 

44.0 

42.0 

45.0 

53.5 

46.5 

50.5 

日.5

43.0 

30.0 

ィ架 さ 標底 部高
42.5"'" 48.02m 

19.5 48.3 1 

26.0 48.3 1 

28.0 48.2 9 

21. 0 48.285 

25.0 48.2 9 

63.5 47.2 0 

55.0 47.9 6 

29.0 48.9 2 

43.5 48.265 

44.5 48.0 3 

46.0 48.1 6 

44.0 48.0 6 

18.5 48.0 6 

43.0 

70.5 47.0 8 

33.0 48.765 

55.0 48.2 7 

52.0 48.0 8 

53.5 48.045 

10.0 48.3 4 

調査の南端にあたり、 柱穴群、 溝状遺構、 方形土壌を検出している。 これらの西側は路線外

であり、 南側は水路掘削の際破壊されていたため、 遺構の広がりを確認することはできなかっ

た。

掘立柱建物祉

- 24 -
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困層黒褐色土層を取り除き、 町層黄褐色粘質土層上面で計41個のピットを検出した。 これら

は柱穴とみられるが、 堆積土、 大きさ、 形状などについて比較検討したが、 建物社としてまと

まるものは確認できなかった。 しかしこれらの中で、 南側の溝状遺構との重複部分を中心とし

た P 2 - P 9 、 及びP10- P15の 2 群についてはある程度、 規則的な配列が認められる。 前者

を仮に掘立柱建物社Eとし、 後者を固とすれば、 Eでは、 P 2-P 5-P 7-P10がならび柱

穴の深さも地山 の傾斜に比例し、 P 2-PlOの方向でやや浅 くなっているものの、 P 2 と P10

の差は僅かに 0 .16m弱にとどまっている。P 2 -P 5 は 1 .lOm、 P 5-P 7 は 1 .18m、P 7-PlO

は 1 .lOmで、P 2 -P10は 3 .32mとなる。 P 2 - P12が建物の桁行 ・ 梁聞の何れに相当するかは

明らかではない。 皿は P l1、 P12、 P14、 P15及びP10、 P13からなるもので、 PlO 、 P13を

除 く 4個は形状規模、 深さとも類似している。Pll-P12は 1 .44m、P14-P15は 1 .50m、 Pl1

第4表 福土遺跡C地点柱穴計測表

番号

P 1 

P 2  

P3 

P 4  

P 5 

P 6  

P7 

P8 

P 9 

P l O  

Pl1 

P12 

P13 

P14 

P15 

P16 

P17 

P18 

P19 

P20 

P21 

長 f壬

39. 0 ，� 
60.0 

45.0 

47.0 

52.0 

48.5 

52.5 

37.0 

53.0 

65.5 

62.5 

49.0 

64.0 

55.0 

36.0 

40.0 

40.5 

55.0 

43.0 

43.0 

42.0 

短 径

39. 0 ，，. 
57.0 

41. 5 

42.0 

47.5 

40.5 

50.0 

38.5 

ワ

54.5 

54.0 

46.0 

60.0 

50.0 

32.0 

38.0 

37.0 

42.0 

37.5 

つ

40.0 

{架 さ

77. 5 0'" 
52.5 

53.0 

31. 0 

ワ

54.0 

34.5 

50.5 

36.5 

33.5 

31. 5 

30.5 

31. 0 

40.5 

40.5 

26.5 

40.5 

46.5 

44.5 

50.5 

19.0 

標底 高昔日 番号

47.70m P22 

47.9 6 P23 

47.935 P24 

48.1 3 P25 

48.0 4 P26 

47.915 P27 

48.0 9 P28 

47.9 4 P29 

48.0 9 P30 

48.075 P31 

48.1 3 P32 

48.115 P33 

48.0 9 P34 

48.0 4 P35 

48.0 4 P36 

48.1 9 P37 

48.045 P38 

47.9 8 P39 

48.0 P40 

47.8 7 P41 

48.1 8 

-25ー

長 径

45.9 0'" 

39.0 

37.0 

58.0 

35.0 

40.0 

48.0 

45.0 

44.8 

43.0 

48.5 

42.5 

55.0 

47.0 

46.5 

47.0 

39.0 

44.0 

37.0 

40.0 

短 径

40.0酬

29.0 

34.5 

52.0 

32.5 

38.5 

42.5 

42.0 

42.0 

41. 5 

42.0 

34.0 

つ

つ

38.0 

45.0 

35.0 

39.8 

34.5 

36.5 

J菜 さ

37.0 0'" 

36.5 

45.5 

48.0 

60.0 

56.0 

36.0 

53.5 

31. 5 

58.0 

20.5 

36.0 

41. 5 

31. 0 

28.5 

35.5 

15.5 

49.5 

17.5 

56.0 

底 部高標
48.0 m 

47.995 

47.9 7 

47.9 6 

47.8 5 

47.8 5 

48.0 7 

47.9 0 

48.1 3 

47.845 

48.2 2 

48.1 2 

48.0 7 

48.1 7 

48.235 

48.0 9 

48.2 8 

47.9 8 

48.1 8 

47.8 0 



一P 14は 1 .76m、 P 12-P 15は 1 .79mである。 柱穴内からの遺物はわずかであり、図示できる

ものは少ないが、 P 36に土師かまど破片(図版12)、 及びP 13より稲(図版12)が出土してい

る。 柱穴内の土層はすべて上下 2 層からなり、 かまど破片及び稲は、 いずれも上 層 黒褐 色土

層中より出土した。 その他、 P l1、 P 12、 P 16、 P 23にも土師器郎、 警等の細片が出土した。

なお 41個の柱穴についての規模、 深さ等の計 測結果については第4表にまとめた。

7号方形土墳(第12図)

C地点掘立柱建物社北側のP37-P 38に固まれる位置に方形士糠1基を検出し、 前述A地点

方形土壌群につづき 7 号方形土壌とした。

7 号方形土壌は困層黒褐色土層を取り除いたのち町層黄褐色粘質土層上面で確認し た。 確認

面での土壌の大きさは、 中心線上で南北1.08m、 同じ く東西O .92mでやや隅丸の不整形な長方

A 

A 

o 1 m  

(図中の数字は第16図の遺物書号と一致する)
第12図 福土遺跡7号方形土撲

B 

B 
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形を呈している。 土壌の深さ

は最大O .87mを測った。 土墳

は約 O.4m程掘り込んで、V層砂

礁層にたっしており、 さらに

砂磯層を約 O.5m掘 り込んで、

基底面としている。

土壌内の堆積土は大き く 3

層からなり、 上層は磯まじり

の褐色土層で 厚さ約O.7mで、あ

る。 中層は暗褐色土層で炭化

物を多 く含んでいる。 下層は

土壌掘削後の再堆積土層であ

る。 各層のうち上層の黒褐色

土層中ほどに砂岩円磯 6個か

らなる石組み状のもの(図版

9 ・10)が検出された。これは

こぶし大の円磯4個を根石状

に置き、その上に長さO .35m、

幅 O .26m、厚さ約O .18mの大型

の石で広口部を上に水平に置

いた状態であった。他のl 石は

さらに下部より出土した。 土

墳の北西部隅の中層の暗褐色



土層下部より下層上面にかけて、 土師器費形土器 1 個体分(図版 10)が押しつぶされた状態で

出土した。 押しつぶされた費形土器の下部に邦l個体分が密着し、 押しつぶされた状態で出土

した(図版 10)。 さらに土境中央の中層中位に鉄釘 l 本を検出した。なお、この審形土器は底部

を穿孔されていることが調査後に判明した。

溝状遺構(第1 1図)

柱穴群と一部重複して東西 に走る

溝状遺構l条を検出した。 溝状遺構

は西側で路線外に延び、 東側で路線

と並行して走る水路により切断され

ていて、 確認できたのは路線内 約12

mであった。

溝の幅 ・ 深さは上部からの削平に

より一定しないが、 幅は最大で0.95

m、 最少で0.33mを測った。 溝底の

標高は最も高い西側で4 8.1 8m、 最

も低い東側で4 8 .29mを測り、 西か

ら東へと傾斜している。 溝の断面形

は逆台形を呈し、底面は水平に近い。

溝状遺構の東側、@ 1 一⑨2・⑨3

- @4 に 固 まれ た 範囲 を中心 と し て

土 師 器 ・ 須 恵器 な どがまと まって 出

土 し た 。 こ の 部 分の 出 土状態を 図示

し た の が第 9 図 である 。 土 器は箆切

り 離 し 技法 に よる 土師 器 郎 、 お よび

高台付 郎で、 その他 に 須 恵器 保片 、

土 師か まど片 、 墨書の ある 土師 器 坪

な どが出 土 し た 。 溝状遺構内の堆積

土層 は 上下 2 層 か ら な り 、 遺物は す

べ、て 上層 の褐色土層 より 出 土 し た も

の で、 第 13図 A- B 断面 で示 し た と

お り 、 郎類は 逆転 し た状態の も の も

み ら れ 、 その 他 の 遺 物 に つ い て も

破 片 類 が 多 い こと か ら 、 溝 内 に 廃

引が一
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棄されたものであろう。 ち なみにこの部分の土器の個体 数は、土師器邦15、土師器高 台付邦13(う

ち墨書土器 3 )、 土師器費 5 、 土師かまど片 2 、 須恵器細片 2 であり、 以上のう ち 24点につい

て図示した。(第18 ・19図)

(4) 出土遺物
出土遺物はわずかであったが、 各遺構での共伴関係、 出土状態などに、 いくつかの知見を 得

ることができた。 検出した遺物の総数は 約 140点を 数えたが、 このう ち 実測の可能な 103点に

ついて図示した。

A地点
l 号方形土墳出土土器

土師器蜜片14点、時片40点、 須恵器聾片 5 点、 同邦片l 点が出土したが、すべて細片であり、

図示できるものはなかった。 これらのう ち 土師器部の底部で、 判別がつくものは全て 箆切りで

あった。

2 号方形土壌出土土器 ( 第14図 1 ・ 2 ・ 5 ) 

l は土師器高 台付小皿で全体の%程度の破片により復原図示した。 内外面とも横ナデか施さ

れ、 底部下面には箆切り痕がみられる。 復原口径約13 cm、 底径 7.3 cm、 器高 3.3 cmである。

色調は赤褐色で焼成良〈、胎土にあまり砂粒を含まない。2 は土師器高 台付郎 の高 台部破片で復

原図示した。 器面内外面とも横ナデが施され、 底 部外面 に箆切り痕が認められる。 5 は郊で

口縁部を欠失している。 底径 7.0 cmで体部は内外面とも横ナデ、 内底にはナデがみられる。 底

部 下面は箆切り痕と板目(簾状圧痕)がみられる。 その他図示できなかったものに、 土師器

聾片14点、 同郎片40点、 須恵器蜜片 5 点、 同杯片 1 点があるが、 すべて細片である。

3 号方形土墳出土土器 (第14図 3 ・ 4 . 7 ・ 14 - 20)

3 ・ 4 は土師器皿である。 3 は口径17.2 cm、 器高 2.8 cmで、 赤褐色を呈し胎土に砂粒を多く

含んで、いる。内外面とも横ナデが施され、 底部外面に箆切り痕が残る。 4 は口径16.5 cm、 器高

2.5 cmで 3 に比べてやや小さいが、 技法等は 3 と同様で、あり、色調は淡い黄褐色を呈している。

7 は土師器杯で、 口径13.0 cm、 器高 3.7 cmで、体部 内外面には横ナデが施され、 底部 下面 には

箆切り痕がみられる。 14 - 20は土師 器饗である。 14は大型破片で復原口径28.7 cmである。 口縁

部内外面とも横ナデが施され、 胴部外面は縦方向の刷毛目で、 胴部下半でやや屈曲して底部に

いたる。 屈曲部を境として以下は横及びナナメ方向の刷毛目が施される。15 - 20は口縁部の細

片で、 口径復原が困難であり、 断面のみ図示した。 15 ・ 16 ・ 18 ・ 19は口縁部内外面とも横ナデ

を 施し、 胴部外面は刷 毛目、 胴 部 内面は箆削りが 行 われ ている。 15 ・ 18 ・ 19は比較的小

型の聾で、 18 ・ 20は大型である。 17は頚の屈曲が不明瞭で、、内外面とも横ナデが施されている。

これら聾形土器の口縁部の形態は変化に富むが、 体部の器壁に対し、 口縁が短く外反し肥厚す
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る も の (第 14図 16 ・ 18・ 19 ・ 20) と 、 ゆる や か に 外 反 し 肥厚す る も の (第 14図 7 ) ある い は

「く 」 の 字状に屈曲す る も の (第 14図 14) な どがみ ら れ る 。

4 号方形土壌出土土器(第14図 6 ・ 8 ・ 9 . 1 1 - 13、 第15図 1 ・ 3 - 8 ) 

6 ・ 8 は 土 師 器邦で あり 破片 に よ り 復原 図示 し た 。 6 は 口径12.3cm 、 器高 3. 6cm で 器面 は 内

外 面 と も 横 ナ デ を 施 し 、 底 部 外 面 に は 箆 切 り 痕 が 残る 。 8 は 口径12. 3cm 、 器高3 cmで、整形

は 6 と 同様で ある 。 色調 は 6 が灰 白色で 須恵器 に類似 し 、 8 は 黄褐色で ある 。 9 は 内面黒色の

土 器 (黒 色土 器A) で底 部 を 欠 失す る 。 外面 は横ナ デ、 内 面 は箆磨き が施 さ れ る 。 1 1は高台

付 杯で 、 口 縁部 を 欠 失す る 。 器 面 は 内 外 面 と も 横 ナ デ を 施し 、 外面 に の み 丹塗り の 痕 がみ ら

れ る 。 底部 内 面 に は ナ デがみ ら れ る 。 高台 は低 く 、 底径12. 9cmで 大型 品 で、 ある 。 12 ・ 13 と も 高

台部 分の破片 で 、 内 外面 と も 横ナ デ が施 さ れ 、 口 縁部外面 に 丹塗り 痕がみ と め ら れ る 。

第 15図 1 ・ 3 - 8 は 費形土器で、 口 径復原で き た の は l の み で 、 3 - 8 は 断面 の み 図示 し た 。

1 は 口 径約24.8 cmで、口縁部内 外面横 ナ デ を 施し 、 胴部外面 は荒 い 縦方向 の 刷毛 目 がみ ら れ る 。

内 面 は 縦方向 の 刷 毛 目 がみ ら れ る 。 内 面 は 縦方 向 の箆 削 り で器壁 を 減じて い る 。 3 - 8 の 口

縁部破片 の う ち 各様の 7 点 を 図示 し た 。 整形 技法上で は 、 ほ と ん ど変化 がな く 、 口縁部 内 外面

は横 ナ デ、 胴 部 外 面 は 刷毛 目 を 施 し 、 内 面 は 箆 削 り さ れ る 。 また 肩部 の 器 壁 に比べ、 口縁

部 が 肥厚す る 。 そ の他土師器饗の破 片が多 数 出 土 し て い る 。

5 号方形土壌 出土土器(第15図 2 ) 

5 号方形土壌 か ら は l 点 の み検 出 し た 。 2 は土師器聾口縁音防皮片 で 、 口縁部 内 外面 と も 横 ナ

デ を 施し 、 胴部内面 は箆 削 り で ある 。 頭部 は 肥厚し 短 く 外反 す る 。

マ
守口一一 了ーマ

3 4 5 6 

第15図 福土遺跡4 ・ 5号方形土嬢出土遺物
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6号方形土噴出土土器(第14図10)

土師 器聾片 8 点 、 岡部片16点、 須 恵器 費片 3 点 、 阿部片 2 点 が出土 し た が、 す べ て 細片 で あ

り 、 こ の う ち 土師 器 1 点 の み 図示 し た 。 全体 の %程度の破片 で底部 を 欠 失す る 。 口縁部 径は14.5

cm 、 内 外面 と も 横 ナ デの あ と 丹塗り がみ ら れ る 。

B地点

7 号方形土墳出土遺物 (第16図)

l は土師 器費で 、 口縁部 と 鯛部 の 一部 を 欠 く が、 ほ ぽ完形 品 と な った 。 口 径26. 5cm 、 器高25. 1

mで、 あ る 。 口縁部 は強 く 外反 し 、 胴部 は わ ずか に張 る がほ ぼ直線的 で 、 底部 は 丸底で あ る 。 口

縁 内 外面 と も 横 ナ デ、 胴 部 外 面 は荒 い 刷 毛 目 、 内面 は 箆削 り を 施し て い る 。 胴部 は下半 を 除

い でほ ぼ全体 に 煤が付 着 し て い て 、 底 部 は 焼 成 後穿孔 さ れ 、 そ の の ち に 再 び火を 受 け た 痕跡

があ る 。

2 は 土師 器 杯で ほ ぼ完形 で あ る 。 口 径12. 1cm 、 器高 4. 3cmで あ る 。 器面 は 内 外面 と も 横 ナ デ

が、 底部下面 は箆 切 り 痕 が残る 。 3 は 鉄製角 釘で長 さ 約 5.5cm で先端 を 欠き、 頭部は 腐蝕 し て

形状 が判 明し な い 。 茎部の断面 は長方形 で最大 0. 7cm を 測 った 。

? 5 pcm 
第16図 福土遺跡7号方形土境出土遺物

J 

得円M凶U守LPル附UHHEU

P6出土土器(第17図 1)

1 は須 恵器 土手蓋 で あ る 。 口 径12. 6 側、 器高12. 3cmで あ る 。 宝珠つ ま み はつ かず、 天井部 は平

ら に 箆 削 り さ れ 、 他 は 内 外 面 と も 横 ナ デ が施さ れ る 。 胎土 中 に は石粒 を 多 く 含み 焼成 は極 め
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て 良 く 、 青灰色 を 呈 す る 。

P 7 出土土器 ( 第 17図 7 ・ 8 )

7 ・ 8 と も 土 師器饗 口 縁部破片 で あ る 。 口縁部内 外面 は横ナ デ、 胴部外面 は 刷毛 目 、 内 面 は

箆 削 り で あ る 。

焼土 A 出 土土器 (第17図 2 - 6 )  

2 ・ 3 ・ 4 は 須恵器杯蓋で 、 5 ・ 6 は須恵器郎身 で高台 がつ く 。 2 は 口 径17. 2cm 、 器高3 .75

cm で径 2. 7cm の 偏 平 な 宝珠つ ま み がつ く 。 天井部 は た い ら に 箆 削 り さ れ 、 口 縁 部 内 外 面 は横

ナ デ が施 さ れ る 。 口 縁端部 が肥厚す る 。 3 ・ 4 は い ずれ も 須恵器郎蓋天井部の 破片 で 、 口縁部

を 欠 失す る 。 3 の 宝珠つ ま み は 径 1 .95cm で、 丸み を 帯 び 、 4 は 径 2. 2cm で偏平 で、 あ る 。 天井部 は い

ず れ も た い ら に 箆 削 り さ れ 、 内 面 は横ナ デ が 施 さ れ る 。 5 は 底部破片 で 径 8. 1cm の 低 い 高台

がつ き 、 底部下面 に は 箆 削 り がみ ら れ る 。 高台 の 断面形 は 台形 を 呈 し 端部 は 角 ば っ て い る 。

6 も 須恵、器郎 の 破片 で 、 器壁は直線的 に 立 ち 上 り 、 口縁部径14. 6cm 、 器高 6. 2cm を 測 る 。 底部

内側 に 低 い 高台 がつ く 。 高台 は接合後 、 内外面 か ら 強 く な でつ け ら れ る 。 底部下面 に は 箆 削 り

痕 がみ ら れ る 。

P 24出 土土器 ( 第17図 9 ) 

9 は 土師器聾 口 縁部破片 で あ る 。 肩部 は張 ら ず、 口縁部 が短 か く 外反 す る 。 口 縁部 は 内 外面

横 ナ テー さ れ 、 胴部内 面 は箆 削 り が施 さ れ る 。

P 36出土土器 (第17図10- 1 3)

1 1 は柱穴内 に 出 土 し た も の で 、 10 ・ 12 ・ 13 は 、 P 36周 囲 の 皿 層黒褐色土 層 ( 包 含 層 ) 中 に 出

土 し た も の で あ る 。 10- 12 は 土 師器 カ マ ドの破片 で、 同一個体で あ ろ う 。 い ず れ も 2 - 3 cm 厚

さ の粘土 ひ も を 輪積 み し た あ と 、 外面 を 荒い ク シ 状工具で縦方向 の の ち 横方 向 に 整形 し て い る 。

内 面 は指先 を 押 し つ け て 整形 し て い る 。 胎土 に は赤褐色 の砂粒 を 多 く 含ん で い る 。 13 は 土師器

甑の把手 で あ る 。 ほ ぼ全面箆状工具 に よ り 面取 り し 整形 し て い る 。

C 地点
溝状遺構出 土土器 ( 第18図 ・ 19図 )

1 - 9 は 土 師器郎で あ る 。 1 は 口 径19. 0cm で、大型で、 あ る 。 底部下面 は剥落 し て 高台 の 有無 は

判 明 し な い 。 内 外面 と も 横 ナ デ が施 さ れ て い る 。 2 - 5 ・ 8 は 口 径12- 13cm前後の も の で形態

・ 技法 と も 類似 す る 。 器面 は 内 外面 と も 横ナ デ を 施 し 、 凹 凸 が 強 く み ら れ る 。 底 部 下 面 は 箆

削 り 痕 を 未 調 整の ま ま 残 し 、 4 ・ 6 の 底部中央の器壁は わ ず、 か 数mm と な っ て い る 。 ま た 7 で

は 内 外面 と も 横 ナ デ さ れ る が、 器面 は 全体 に な め ら か に 仕上 げ ら れ て い る 。 9 - 13 は 、 い ず れ

も 土師器高台付杯で あ る 。 9 は 口 径12. 6cm 、 器高 6. 1cm で、赤み を 帯 び た 褐色 で あ る 。 10 は 口 径

12. 9cm 、 器高 6. 2cm で 黄褐色 を 呈 す る 。 11 は 口 径13. 3cm 、 器高 6. 1cm で、 や は り 黄褐色 で あ る 。

12 � 14 は 口 縁 部 を 欠 失す る も の と 底 部 の み の 破 片 で あ る 。 器面 は い ず れ も 荒 い 横 ナ デ に よ
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り 凹 凸 がみ ら れ る 。 高 台 は 比較的 高 〈 、 郎部 を 整形後接合 し て い る 。 高 台 の 断 面 形 は 各 様 で

あ る 。 す な わ ち 断面三角 形で先端 が尖 り 気味の も の (13 ・ 14 ) や端 が角 ば り (10 ・ 1 1 ・ 13 ) ま

た 丸み を お び る も の ( 10 ) な ど各 種み ら れ る 。 底 部 外 面 に は す べ て 箆 切 り 痕 が認め ら れ る 。

これ ら土師器高台付時は前述した土師器保 ( 1 - 6 ・ 8 ) と 同 ビ く 、 器 面 の 調整 がロ ク ロ に よ

る 荒い横ナ デ に と ど ま り 、体部や 底部内外面 と も 未調整の ま ま と な っ て い る 。 ま た こ の こ と は 、

後述す る 17 - 19の 墨書銘 の あ る 高 台付時の場合 も 同様で あ る 。 15 は 高台付 郎底部破片 で 、 器壁

は う す く 胎土 も 精 選 さ れ 、 き め が 細 か い 。 底 部 内 外 面 と も 箆 切 り の あと 、 横 ナ デ に よ り 丁寧

に 仕上 げ ら れ て い る 。 16 は 底部 を 欠 失 し 、 高台の 有無 は判 明 し な い 。 口 径13. 4cm で器面 は 荒 い

横ナ デが施さ れ て い る 。 17- 19は い ず れ も 墨書銘の あ る 高台付 杯 で 、 17 を 除 く と 他 は 細片 に よ

り 復原図示 し た 。 17 ・ 18 は 器壁外面 に 墨 書 が残 る が一文字分完全 に残 っ て い な い が、 筆跡 か ら

み て 器 を 伏せ た 状態で書 か れ た も の と 思 わ れ る 。 こ れ に よ る と 「用 」 あ る い は 「田 」 と も 判読

で き る 。 19の底部下面 に 墨 書 が認 め ら れ る が、 文字の判読は で き な い 。 20-22 は 土 師器曹の 口縁

部破片 で あ る 。 20 は 口 径約21cm で頭部 がわ ず、 か に く びれ、 口縁部は 直線的 に 外反 す る 。 口縁部

は 内 外面 と も 横ナ デ、 胴部 外 面 は刷 毛 目 、 内 面 は 箆 削 り が施さ れ る 。 21 は 口 径約24cm で 肩部

は 強 く 張 り 、 頭部 が強 く く びれ 、 口縁部 は 強 く 外反 す る 。 口縁部 は 内 外面 と も 横 ナ デ、 胴部外

面 は刷毛 目 、 内 面 は 箆 削 り が施さ れ る 。 22 は 口 径 約 26. 5cmで 口縁 部 は 直 線 的 に 短 く 外反 す る 。

23 ・ 24 は 土 師器 か ま ど破片 で整形 、 胎士 、 色調 と も 前述 し た B 地点掘立柱建物社出 土 の も の (第

17図10-12 ) と 類似す る 。 23 は か ま ど の 焚口 部 に 近 い破片 で凸帯 (つ ぱ) が剥落 し て い る 。 24

は 器壁の 厚さ が最大 2. 6cm で 、 凸帯の剥落 し た 痕跡 が認め ら れ る 。

以上溝状遺構出土土器 は 出土状態か ら 、 短期間 に廃棄 さ れ た も の で、 同時期の 一括遺物 と み

て よい であろ う 。 (野 田 )
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第 4 章 水溜遺跡の 調査
調査 を 実施 し た 地区 は 、 福土遺跡 の 東側 に 隣接 し た 水 田 面 の 南 北 約50 m 、 約14 00 m' の 範 囲( 第20図 ) で あ る 。 遺 構 は 調 査 区の 北 半 分の 部 分 を 中 心 lこ 竪 穴 式 住 居社 5 軒 を は じ め 、 掘立柱建物祉や溝状遺構 な ど を 検出 し た 。
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第2 0図 水溜遺跡調査区全図
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(1) 竪穴式住居杜
1 号住居祉 ( 第21 図 )

1 号住居士止 は 、 後世 の 削平 に よ り 南側 と 西側 の 壁が失 な わ れ て い た 。 北側 の 一 辺 は3 .32 m で

西側 は 3. 3 m ま で確認で き 、 平面 プ ラ ン は方形 な い し 長方形 に 近 い 形 を 示す も の と 思 わ れ る 。

住居社内 の埋土 の 厚 さ も O. 1 -0 .15m と 浅 く 、住居社中央の北寄 り に 焼土 を 検出 し た 。こ の 焼土の

下面 に 接 し て 、 突 き 固 め ら れ堅 く し ま っ た 床面 を 検出 し た 。 住居 祉内 に 4 個 、 壁 に そ っ て 2 個 、

壁 に 接 し て 1 個 の 計 7 個 の 柱穴 を 検出 し た が、 配列 は不規則 で あ る 。 な お住居社内 か ら 土師器

坪 ・ 費 ・ 須恵器杯 な ど の 細片 が 4 点出土 し た が、 図示で き る も の は な か っ た 。

�'I 
P 2  

A [ \ 。P 4 。P 5 B 一

/ 
。P 7

A B 一

第21図 水溜遺跡1 号住居祉 。 2 m  
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2 号住居祉 ( 第22 図 )

東西6 .35 m 、 南北6 .82 m 、 床総面積約39ぱ で南北 に や や長 い 方形 を 呈す る 竪穴式住居祉で あ

る 。 住居祉の 北東部 を 中 心 に を ほ ど が 3 号住居祉 と 重複 し 、 ま た 南西部 隅 を 後 世 の 溝状遺構で

撹乱 さ れ て い る ほ か は 、 ほ ぼ全体の プ ラ ン を 検出で き た 。 2 ・ 3 号住居祉の 新 旧 の 関係 は A- B

断面 の観察の結果 か ら 、 2 号の埋没後 、 3 号 が築 か れ た こ と を 確認できた 。 住居祉の 壁の 高 さ は 、

北壁で0 .05- 0. 1 m (以下現存の 高 さ を示す ) 、 南壁0 .28- 0. 3m 、 東壁0 .24-0 .27m 、 西壁0 . 17-

0 . 18m で あ る 。床 面 は 壁 に 沿 って 周溝状の 掘 り 込 み がみ ら れ る 。 住居社全体は 上部 か ら 著 し く 削

平 さ れ 、 壁側 が床面 より 低 く な って い る 。 床面 は 大部分 が 3 号住居社床面 と 重複 し 、 2 号住居祉 の

み の 床面 は 西側 と 南側 の 一 部 に 残存す る 。 な お床面 は 南側壁面 沿 い の 部分 で は 、 遺構下面 より

約 0. 2m 覆土 さ れ て い る 。 床面 は住居 祉 の 周 辺 が低 く 軟弱 で\ 中 央部 が一段 と 高 く 、 突 き 回 め ら れ

堅 く し ま っ て い る 。 床面 の 土 は 黄褐色粘 質 土 に 黒褐色土 、 小円礁、 粒状の 焼土 炭化物 、 土 師器

細片 等 が混 っ た も の で あ る 。 柱穴 は大小30個 を 検出 し 、 こ れ ら の う ち P 28- P 40 の 13個 は 3 号

住居社床面 の 堅 く し ま っ た 土 を 取 り 除い た 後検出 し た も の で 、 3 号住居祉構築時 に 埋 め ら れ た

も の で あ る 。 こ れ ら の柱穴の 形状、 位置 、 数等 か ら 、 各 コ ー ナ ー に 沿 っ て 主柱 1 本 を 立 て る い

わ ゆ る 4 本柱の 上 屋 構 造 で あ っ た こ と が考 え ら れ 、 さ ら に 数 回 の 建 て 替 え が行 わ れ た も の と

思 わ れ る 。 ま た 柱穴 は 、 北西部 に 8 個 ( P I - P 8 ) 、 南西部 に 7 個 ( P 9 - P 15 ) 、 北東部 に

7 個 ( P 28- P 34 ) 、 南東部 に 6 個 ( P35- P40 ) と 各 コ ー ナ ー に 6 - 8 個 の 割 合で集 合 し て

い る が、 建 て 替 え ご と の 主柱、 支柱の組み 合せ は 明 ら か で は な い 。 ま た 、 西側 中 央 に 浅 い 落 ち

込 み P 9 と 、 東側 に 続 く 浅 い 溝状の 落 ち 込 み を 確認 し た 。

遺物 は細片 等 が多 く 出 土 し た が、 器形 が判 明 す る 遺 物 は 土 師 器 杯 1 点 に す ぎ な か っ た 。 な

お 3 号住居士止 と 重複 す る 部 分 で 、 底部 に 箆 切 り 痕の あ る 土 師 器 邦 3 点 、 須恵器邦蓋 ・ 同 高台

付坪各 1 点 を 出 土 し た が、 ど の 住居祉 に伴 う か は 明 ら か に す る こ と がで き な か っ た 。

3 号住居士止 ( 第22図 )

住居社西側 を以上 が 2 号住居 土II: と 重複 し 、 東側 を 後世 の 溝状遺構 に よ り 切 断 さ れ て い る が、

ほ ぽ全体の プ ラ ン を 確認 で き た 。 こ れ に よ る と 東西6 .52m 、 南北6 .20 m で 、 や や東西 に 長 い 方

形 を 呈 し 、 床総面積 は 約36ば で あ る 。 住居祉の壁の高 さ は 、 北壁0. 1 - 0 . 15m 、 南壁0. 2-0 .23m

東壁0 .12-0 . 15m 、 西壁0. 2-0 .22m で 、 や は り 上部 か ら の 削平 を 受 け て い る 。 住居社内 は 2 号住

居祉 と 閉 じ く 周辺部 が低 く 中 央部 が高 く な っ て い る 。 突 き 固 め ら れ堅 く し ま っ た 床面 の 範囲 は

こ の 中 央の 高 い 部分 を 中 心 に 認 め ら れ る が、 南側 で は壁面近 く ま で大 き く 張 り 出 し て い る 。 床

面 の 土 は 2 号住居祉 と 同 じ く 、 黄褐色 粘 Ff土 を 主 と し 、 こ れ に 黒褐色 土 ・ 小円 喋 ・ 焼土粒 ・ 土

器細片 と が混入 し た も の で 、 と く に 2 号住居祉 に伴 う と 思 わ れ る 柱穴( P 28 、 29 、 33 、 37 、 38 ) の

上部 に は 、 0. 1 -0 . 15mの厚 さ に 黄褐色粘 質土 が埋め ら れ て い た 。住穴 は住居社内 に 20個 、 住居社

外 に l 個 を 検 出 し た 。 北西部 に 4 個 ( P 16- P 19 ) 、 北東部 に 5 個 ( P 41 - P 45 ) 、 P 50 南西部
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に 6 個 ( P 20- P 25 ) 、 南東部 に 3 個 ( P 47 、 P 49 、 P 50 ) の そ れ ぞ れ 3 - 6 個 の割合で集合

し て い る 。 P 47で は 、 図示で き な か っ た が、 同一地点での数回 の 柱穴掘削 に よ っ て 柱穴 の 規模

が大 き く な っ て い る 。 柱穴の 形状、 位 置、 数 等 か ら 、 2 号住居祉 と 同様、 4 本の 主柱 を 持つ も

の で あ っ た と 推定 さ れ る 。 ま た各 コ ー ナ ー に 集 合 し 重複す る 柱穴 の う ち 北西部 の 3 個 ( P 16-

P 18 ) 、 北東部の 3 個 ( P 43- P 45 ) 、 南西部 の 4 個 ( P 21 - P 24 ) 、 南東部の l 個 ( P 47 ) 

を 主柱 と す る 上屋構造 を 想定 す れ ば、 少 な く と も 3 回 の 建 て 替 え が あ っ た と 推定 さ れ る 。 な お

以上主柱 と 推定 し た 柱穴 の う ち 、 P 16 ・ P 22 ・ P 45 を 除 く と すべ て柱穴底面が堅 〈 突 き 固 め ら れ

て い た 。遺物 は床面 に 混入 し た 土 器細片 を 除 く と 、 図示で き る も の は 11点 ( 第 26図 3 - 13) を 数 え

る の み で あ っ た 。 住居祉の 南 壁近 く に 須 恵器邦蓋 2 点 、 P 47基底部 に 接 し て 青磁腕破片 1 点 、

さ ら に P 41 の 北側 P 34 の 東約30m の 地点 に 土師器聾 口 縁部破片 を 検出 し た に と ど ま っ た 。 ま た 、

2 軒の住居士II: と も 、 南壁 を 中心 と し て 竪 く し ま っ た 床面の 張 り 出 し が認め ら れ る こ と か ら 、南側

に 出入 口 が設 け ら れ て い た も の と 推定 さ れ る 。

4 号住居祉 ( 第23図 )

東西6 .85m 、 南北7 .38m 、 床総面積約48m' で、 やや 南北 に長 い 方形 の 竪穴式住居社 で あ る 。確認

面 で の壁画 の 高 さ は北壁 で。 .15-0 . 18m 、 南壁O .18-0 .2m 、 東壁O .1 -0 . 12m 、 西壁 O .2-0 .26m

で あ る 。 住居祉 は南北 に は し る 後世間割犬遺構 の た め 、 北東部 コ ー ナ ー を 切 ら れ、 ま た 3 箇所撹

乱 を 受 け て い る が、 ほ ぽ全体 の プ ラ ン を 確認す る こ と がで き た 。 住居祉の 中央部 は 不 整形 な 方

形台状 を 呈 し 、 こ れ ら の 周 辺部 に幅 広 い 周 溝状の も の がめ ぐ る 。 さ ら に 東側 を 除 く 三 方 に は 「コ」

の字形 の ベ ッ ド状の段 が検 出 で き た 。住居祉の 中央部 を 中心 と し て 突 き 固 め ら れ て 堅 く し ま っ た

床面 を 検出 し た が、 壁側 に 移行 す る に し た がい 、 低 く 軟弱 と な っ て い る 。 床面 の 土 は 、 黒褐色

粘 質土 に砂や小円磯 ・ 粒状の 焼土 ・ 炭化物等 を 多 く 含 ん で い る 。ま た床面 の 2 箇所 に 焼土 の 堆積

を 検出 し た が、 カ マ ド 等の 明確 な 遺構は み ら れ な か っ た 。 床面 中央部で は確認面 か ら 地山 の 黄

褐色粘質土 ま での O. 2- 0. 3mの 堆積土 中 に 、 床面状の堅 く し ま っ た 土層 を 3 層 に わ た っ て確認 し

た 。柱穴 は 計32個 を 検出 し た 。 こ れ ら は住居社 中央部 の各コーナー を 中心 に集 中 し て い る 。北西部で

8 個 ( P 24 - P 32 ) 、 北東部で 6 個 ( P 1 - P 6 ) 、 南西部 で 9 個 ( P 14- P 22 ) 、 南東部で

7 個 ( P 7 - P 13 ) で各 6 - 9 個 の 割合で集 中 し て い る 。 主柱 ・ 支柱の 判 別 は 困難で、 あ る が、 4

本 の 主柱 に よ る 上屋 が推定 で き 、 少 な く と も 6 回 の建 て 替 え が行 わ れ た も の と 思 わ れ る 。 な お

住居祉西側 の P 21 - P 22 、 P 30- P 32 お よ び P 23の 7 個 の 柱穴 は 、 掘立柱建物社 と の 関連 が考

慮 さ れ る が、 仮 に こ の 7 個 の 柱穴 を 除外す る と 、住居枇 内 4 箇所の 柱穴 の 集 合 は 、東南部 を 除 い

て 各 6 個ず、つ と な る の で あ る 。

遺物 は 計16点 出土 し た 。 こ れ ら の う ち 16 を 除 く 15点 は す べて住居社内床面直上 に 検出 し た 。

1 � 5 は土師 器饗 で 、 6 は 土師 器鍋で あ る 。 以上の う ち 、 5 は 住 居 社 東 壁 側 中 央部焼土周辺

に 12点 の破片 、 住居祉 の 西側 で1 1 点 の破片 を 検出 し た 。 ま た 6 は 同 じ く 東 側 焼 土 部分 に 大 型

- 40 -



可

チf戸f

焼
土

09 3hjp 
ミゴ

A 
→ー

-in山引けH
主

一

MMM川
町

一
i
L
P
1

3

=

・

-

PE--111111Il
lit--

円L

EUU卜1111111EB--l
#小

Hilli--Ill11
0E

 

汁HHHHH
遺
『1111川川川川川

留

-

i

 

同HHHHHHH
K

『11111111
1
1111

2

汁HHUUH
H

図

甲Ill『Illi--1111111
内4

守Illi--111111

。，u

明いいいいい
い

第
ー



。

----ê + O 

l a . ///-J 

-乙ご

\ 
にヘ

2 m 。



+ 

。

十

2 m  
=1 

A 

1 1  

。 7

A 

第23図 水溜遺跡， ， 



ィケイJ

Jよ昨 :I:1

焼土

/ 
/ l ， 
iA 

ll /i 
I I 1  

iL / l 5 
tt / I 

B 一一→ + 

9)( 

。 P

皇
、J
5-1 0」

2 F 

+ 
∞ -

「tili--J

る
×
明

す
、
不

致
口
山
占山

一

製
地

と
鉄
土

口
可
は
出

番
印
は

物
-
u

遣
、
.

の
体
日

図
個
84
2

 

n4-まmw
.

同
確

幻
は
み

第
6
の

は
・

点

字
5
地

数
印
土

の
・

出
る

中
お
は
あ

図
な
印
でflili--L

 

止l寸J居+主，4a'

 

口方

h比

EN

 

Cコ



破片 2 点 、 北西部 コ ー ナ ー を 中心 に 計 4 点 を 検 出 し た 。 同一個体 の 土 器 が住居祉 の か な り 広 い

範囲 に 散乱 し て い る こ と が確認で き た 。 7 の土 師器皿 と 11 の須 恵器平瓶 は住居 祉 北壁西 よ り の

部分 に 出土 し た 。 そ の他 の遺物 の 出 土地点 は 第23図 に示 し た と お り で あ る 。 な お 16の 土 師器部

は住居 社 外の 黒褐色 土層 ( 包含層 ) 中 よ り 出土 し た も の で あ る 。

5 号住居 祉 ( 第24図 )

東 壁は 上部 か ら の削平 に よ り 失 わ れ て い て 、 南北 3. 9m を 測 る が、 東西の 規模 は不 明 で あ る 。

お そ ら く 方形 プラ ン を 示 す も の と 考 え ら れ る 。 確認面 での 壁の 高 さ は 、 北壁で 0. 1 -0 . 15m を 測 り 、

西壁で は わ ず か に 0 .05 - 0. 1m で あ っ た 。 床面 は 全体的 に 軟弱で\ 柱穴 は住居祉東側 の 削平 を 受

け た 部分 に 2 個検 出 し た 。 住居 社内 に は ほ ぼ全面 に 礁 が流れ込 ん で、 い て 、 こ れ ら の礁層 に 、 土師

器 ・ 須恵器等 が細片 と な っ て 混入 し て い た 。 遺物 は す べて こ の喋層 中よ り 出土 し た も の で あ る 。

P I@ 
。

C \弘、\ D 

2 m  

第 24図 水溜遺跡5 号住居牡
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( 2 ) 掘立柱建物社
2 ・ 3 号住居祉 と 4 号住居:1:11: お よ び溝状遺構 に挟 ま れ た 部分 を 中 心 と し て 、 39個 の 柱穴 を 検

出 し た 。 各柱穴 の 配列 か ら 以下 3 軒分の建物 を 想定 し 、 建物 1 . II . 皿 と し た 。 な お柱穴 は す

べ て E 層 暗褐色 土 層 (遺物包 含層 ) を 取 り 除い た の ち 町 層 黄褐色粘質土 層 上 面 で確認 し た 。

建物 I
建物 E と 重複 し 、 2 間 X 3 聞 の 長方形 プ ラ ン を も つ も の で あ る 。 西側桁行 P l - P 4 は4 .52

m で 、 各柱穴 間 寸 法 は P l - P 2 ・ 1 . 62 m 、 P 2 - P 3 ・ 1 . 30 m 、 P 3 - P 4 ・ 1 . 62 m を 測 っ

た 。 東側 桁行 P 6 - P 7 は4 .68 m で、 各柱穴 間寸法は P 6 - P 7 ・ 1 .65 m 、 P 7 - P 8 ・ 1 . 52

m 、 P 8 - P 9 ・ 1 .52 m を 測 っ た 。北側梁行 P l - P 5 は3 .80 m で 、 各柱穴 間 寸 法 は P 1 - P  5 

・ 1 .76 m 、 P 5 - P 6 ・ 2 .05 m を 測 っ た 。 ま た 南側梁行 P 4 - P 9 は3 .56 m で あ る が中 間 の柱

穴 は確認で き な か っ た 。 桁行方位 は P 6 - P 9 で N 6 0Wで あ る 。 な お P 4 は 西側 桁行線上 よ り

や や は ず れ て 建物 中 心部 に 入 っ て い る 。 北側 梁行線上の P l も 同様で、 あ る 。

建物 E
建物 I と 重複 し 、 東側 は 4 号住居祉 に 重複 し て い る 。 南北の 3 個 、 東西 2 個 の 柱穴 を 検出 し た

が、 桁行 と 梁行 の 区別 は で き な い 。 P IO- P 12 は4 .52 m で各柱穴 間 寸 法 は P lO- P ll ・ 2 .08 m 、

P ll - P 12 ・ 2 .44 m 、 さ ら に P 12- P 13 は2 .15 m を 測 っ た 。 P lO- P 12線上の 方位 は N 8 0Wで

あ る 。

建物 皿
建物 I . II の 北側 に 位 置 す る 。 ほ ぼ南北 に 並ぶ 4 個 の柱穴 を 検出 し た 。 建物 I の 状況 か ら 推

定 す る と 桁行 に あ た る も の と み ら れ る 。 P20- P23 は5 .44 m 、 各柱穴 間 寸 法 は P 20- P 21 ・ 2 .25

m 、 P 21 - P 22 ・ 2 .00 m 、 P 22- P 23 ・ 1 .42 m を 測 っ た 。 な お 桁行方位 は N 3 0Wで 、 P 20 お よ

び P 21 か ら は 土 師器警形土器の破片 が出 土 し た 。

(3) 井戸 お よ び溝状遺構

井戸
調査地の 南側 に 直径約 9 m の 円形の井戸 を 検出 し た 。 土地の 人 々 に よ る と 、 昭和初期 ま で 水 田

の濯概用 と し て 使用 さ れ て い た と い う 。 赤星地区は菊池川 南 岸 に 開 口 す る 扇状地上 に あ り 、 本

遺跡 は こ の 扇状地 中 央付近 に 位置 し て い る 。 集落周辺 か ら 扇央部 に か け て は 、 現在 も 地下水 が

い た る と こ ろ で 自 噴 し 、 遺跡の 所在地周辺の小字 名 が水溜 と 呼 ばれ た の も 、 こ の よ う な 土地 の

状態 に 起因 し た も の で あ ろ う 。

溝状遺構

調査 区 西 寄 り に 南 北 に 走 る 2 条の 溝状の遺構 を 検 出 し た 。 西 溝 で約 35 m 、 東溝で約50 m を
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確認 し 、 両溝 と も 未発掘部分へ延 びて い る 。 溝幅 は 両溝 と も 確認面 で 0. 5- 0. 7m 、 深 さ 0 .45- 0.5

mで、断面形 は シャ ー プ な 逆台形 を 呈 す る 。 溝内の 土層堆積状態 は 上下 2 層 か ら な り 、 上層 は 暗褐

色 の粘 質土で 、 下層 は 溝 を 掘削 し た 直後 の堆積土層 で あ る 。 ご の 暗褐色 土 層 は掘立柱建物祉の柱

穴内堆積土層 と 類似 し て い る 。 ま た 、 溝底の レ ベ ル は 南 に低 く 傾斜 し て い る 。 溝内 か ら の 出土

遺物 は 極 め て 少 な い が、 須 恵器奮破片 、 同t不破片 が出土 し た 。 ま た 溝 と 重複 し た 柱穴 P 17で は

溝 が埋 っ た の ち 掘 り 込 ま れ た こ と を 確認 し た 。

(4) 出土遺物
と く に 竪穴式住居祉 を 中 心 と し て 、 土師器 ・ 須恵器 ・ 青磁等 が出 土 し た が、上部 か ら の 削平 を か

な り 受 け て い る た め か 、 そ の 量 は 多 く な い 。

1 号住居祉出 土遺物

削平 が著 し く 、 土 師器曹 と 杯の破片 が出土 し て い る 。 小片の た め 図示 で き な か っ た が、 土師

器坪 は 底部 に 箆 切 り 痕 がみ ら れ る 。

2 号住居祉出 土遺物 ( 第26図 1 ・ 2 ) 

3 号住居祉 と 重複 し て い る た め 、 明 ら か に 共伴す る も の は 2 点 だ け で あ る 。 l は 土 師器高部

坪 部上半部破片 で 、 口 径約24cm の 大型の も の で、 内 外面 と も 横ナ デ に よ り 調整 し 、 焼 成 は 良 好

で あ る 。 2 は 土師器饗 口縁部破片 で あ る 。 頭部 が強 く く び れ 、 口縁部 内 外面 と も 横ナ デ、 胴部

内 面 は 箆 削 り さ れ て い る 。

3 号住居祉出土遺物 ( 第26図 3 - 13 ) 

3 は須恵器杯蓋で唯一 の 完形品 で あ る 。 口径15. 0cm 、 器高 2. 3cm で 、 径 2. 2cm 、 厚 さ O. 4cm

の偏平 な つ ま み が付 く 。 天井部外面 は 回転 箆 削 り さ れ 、 他 は横 ナ デ に よ り 調整 さ れ る 。 色 調

は 暗灰色 で焼成 は 良好で、 あ る 。 4 も 須恵器原蓋で全体の すほ どの破片 に よ り 復原図示 し た 。 口

径約16cm で、器 高 は天井部 が落 ち 込 ん で い る た め 明 ら か に し え な い 。 つ ま み は 欠 失 し 、 天井部外

面 は 回転箆 削 り さ れ 、 他 は横 ナ デ調整 さ れ る 。 色 調 は淡灰色 で焼成 は 良 好 で、 あ る 。 5 は 青磁

碗で全体の を に み た な い 破片 に よ り 復原図示 し た 。 口 径約16cm 、 器高約 6. 5cm で、 あ る 。 底部 お

よ び体部下部 を 除 き 、 黄褐色 を お び た 緑色の糊 が う す く か か る 。 底部 は 蛇 目 状の 高 台 で た た み

つ き の部分の み に 目 跡 が残 っ て い る 。 胎土 は赤み を 帯 びた 黄褐色 を 呈 し て い る 。 越州 窯 系 青磁

で あ る 。 6 - 8 は い ずれ も 土 師器郎で あ る 。 6 は 口縁部 を 欠 失 し 、 底径1 1 . 2cm 、 底部 と 体部 の

境 は 明照 な 稜 がつ き 、 ゆ る や か に 立 ち 上 る 。 底部 は 回転箆 削 り さ れ る 。 7 は 口 径14 . 7cm 、 器

高 4. 7cm で、 あ る 。 底部 は 丸味 を 帯 び、 体部下半の稜 を 境 に 急 に 立 ち 上 る 。 体部内面 と 外面上半

部 は ヨ コ ナ デ調整 さ れ 、 下半部 は 箆 削 り さ れ て い る 。 8 は 口 径12. 8cm 、 器高 3. 7cm で、破片 に

よ り 復原図示 し た 。 f:本部 と 底部の 境 に 明瞭 な 綾 を も ち 底部 は 回転箆 削 り さ れ平坦で、 あ る 。 器

面 は 内 外面 と も 横ナ デ調整 さ れ て い る 。 9 は 須恵器杯蓋で あ る 。 口 径15. 7cm で、つ ま み を 欠 失 し
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て い る 。 10 は須 恵器高 台付邦片 で低 い 高 台 を 有す る 。 底部 は平坦で ゆ る や か に 立 ち 上 る 。 底径

11 . 4cm を 測 る 。 1 1 -13 は土師 器聾形 土 器口縁部破片 、 細片 の た め 断 面形 の み 図示 し た 。 口 縁部

は い ず れ も 横ナ デ調整、 体部内面 は箆 削 り さ れ る 。

4 号住居祉出 土遺物 ( 第27図 ・ 28 図 )

1 - 5 は土師 器費形 土 器で あ る 。 い ず れ も 口縁部 が r < J の字状 に 短 〈 外反 し 、 器面 の 調整
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も 、 口縁部 内 外面 と も 横 ナ デ、 体 部 外 面 が刷 毛 目 、 内 面 が 箆 削 り で一致 す る 。 口 径 は 1 が27. 4

cm、 2 が22. 1cm 、 3 が25. 2cm 、 4 が13. 5cm 、 5 が23. 3cmで あ る 。 6 は 土師 器鍋 で 口径22. 6cm 、

器高13. 4cm 、 胴部最大径24cmで、 あ る 。 口縁部 は短 く 外反 し 端 部 は 角 ば る 。 肩部 は強 く 張 り 底部

に 至 る 。 口 頭部 の み 丁寧 な 横 ナ デ に よ り 仕上 げ る 。 底部 は平底で 、 胴部四方 に 4 個把手 を も つ

も の で あ る が、 す べて 欠 失 し て い る 。 色 調 は 黄褐色 で焼成 は良好で、 あ る 。 7 は 土 師 器皿で 口 径 約

19cm 、 器高 2. 4cmで、破片 に よ り 復原 図示 し た 。 口縁部 は ゆ る や か に 立 ち 上 り 端部 は丸 く 終 る 。

底部 は平底でやや上 げ底気味 と な る 。 口縁部体部内面 と も 丁 寧 な 横 ナ デ、 底 部 外 面 は 回 転 箆

削 り に よ り 仕上 げ る 。 8 は土師器杯破片 で復原 口径18. 5cm 、 器高 5. 3cm で あ る 。 口縁部 は わ ず

か に 内 向 す る 。 体 部 下半 は 荒 い 箆 削 り 、 底部 は平底で あ る 。 9 は土師器邦で 口 径12. 0cm 、 器高

4. 3cm 、 体部 は 外奪気味 に 広 が り 端部 は 丸 く 終 る 。 体部 内 外面 と も 荒 い 横 ナ デ、 底 部 は 箆切 り

離 し の ま ま で あ る 。 10 は須 恵器邦蓋で 口 径15. 2cm 、 器高2. 2cmで天井部 に 広 い 高台状のつ ま み が

付 き 、 口縁部端 が下 に 引 き 出 さ れ て い る 。 天井部 は 回転 箆 削 り 、 他 は横 ナ デ に よ り 仕上 げ ら れ

て い る 。 色調 は灰 白色 で焼成 は良 い 。11 は須 恵器平瓶 で 口径5. 7cm 、 胴部最大径12. 7cm 、 器高7. 8cm

で あ る 。 底部 は平坦で肩部 は角ばって頭部 につづ、 き 、 肩部 と 頭部で接合 さ れ て い る 。色 調濃灰色 で

焼成良 好で あ る 。 12 は 高 台付可、の 底部破片 で底径8. 0cm を 測 る 。 底部 は 箆切 り 離 し さ れ て い る 。

い わ ゆ る 黒色 土 器A と い わ れ る も の で あ る 。 13 は越州 窯 系 青磁で あ る 。 外底部 を 除 き 青緑色 の軸

が か か り 、 た た み つ き と 見込 み の 部分 に 目 痕 が残 っ て い る 。 幅 広の 高 台 は 上 げ底 に削 り 出 さ れ

て い る 。 露胎部分 の色 調 は 灰色 で須 恵器 に 類似 す る 。 14 は須 恵器破片 で 外面 は 叩 き 板痕 が残 り 、

内 面 は 同 心 円 文 が顕著で ナ デ は み ら れ な い 。

15 ・ 16 は鉄製品 で あ る 。 15 は 万子 あ る い は直万 の切先部破片 と 思 わ れ る 。 先端 は摩滅 し て い

る 。16は鍵形 に 屈曲 し て い る の で カ ス ガ イ の一部 であ ろ う か 。18 ・ 19 は い ず れ も 縄文 式 土 器 口縁

音防皮片 で 、 御領式土 器 に 比定 さ れ る 。

5 号住居祉出土遺物 ( 第29図 )

1 - 4 は土師 器部で あ る 。 い ず れ も 底部 と 体部 の 境 が明瞭で ゆ る や か に 立 ち 上 が り 、 端部 は

丸 く 終 る 。 体部内外面 は 横 ナ デ、 底部 は 回転箆削 り が施 さ れ る 。 底部 は平坦な も の ( 1 ) と 、

や や 上 げ底状 に な る も の (2 - 4 ) と が あ る 。 5 は須 恵器高邦で、口縁部径 12. 8cm 、 器高 4. 3cm

で底部 は箆切 り 離 し き れ板 目 がつ く 。 低 い 高台 は体部 と 底部の 境 よ り 内側 に つ け ら れ て い る 。

体部 内 外面 は横 ナ デ に よ り 仕上 げ ら れて い る 。 6 は須 恵器邦蓋で 口縁部径21. 3cm で、つ ま み は 欠 失

し て い る 。 天井 部 は回転箆削 り さ れ 、 口縁端 部 は 下 方 に 引 き 出 さ れ て い る 。 色 調灰 白 色 で焼

成良 好で あ る 。 7 は須 恵器皿 で 口 径 14. 8cm 、 器 高 2. 2cm で、 あ る 。 底 部 は 回 転箆削 り さ れ た あ

と 、 体部内外面 と も 横 ナ デ に よ り 仕上 げ ら れ て い る 。 8 -1 1 は土師 器曹形土 器で あ る 。 口縁部

は い ず れ も 「 く 」 の 字状 に短 く 外反 し 肥厚す る 。 胴部の張 り は あ ま り み ら れず 、 内面 は箆状工

具 に よ り 削 ら れ 器壁 を 薄 く し て い る 。 ( 野 田 )
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第 5 章 ま と め

両遺跡の 調査の う ち 、 福土遺跡で は 幅20m の道路内 に 限 ら れ 、 水溜遺跡で、 は 圃場 整備後 に お

け る 作付時間 の 関係 と 工法上地山 が削平 さ れ る 範囲の発掘で あ っ た た め に 、 調査 は 面 積的 に も

時間 的 に も 制約 を 受 け た も の で あ っ た 。 こ の た め遺跡の面的 な 広 が り を 把握す る こ と がで き ず、

し か も 遺構相互 の 関係 は も ち ろ ん 、 個 々 の遺構の 性格 に つ い て も 明 ら か で な い も の も 多 く 含 ま

れ て い る 。

歴史時代以前の遺物で は 、 水溜遺跡 4 号住居祉 に 御領式土 器 に 比定 さ れ る 深鉢形土 器 口 縁部

破片 と 、 そ の他耕作土 中 に 3 片 の 土 器片 ( い ず れ も 御領式土 器 ) を 出土 し て い る が、 遺構 は 皆

無 で あ り 、 調査地点周辺 に お け る 縄文遺跡存在の可能性は き わ め て 少 な い も の と 考 え ら れ る 。 当

遺跡 は 扇状 地 扇 央 部 の 扇端 寄 り に 位 置 し て い る が、 昭和48年 に調査 が行 わ れ た 赤星天城遺跡
(註 1 ) 

な ど縄文期の遺跡 が扇 項部 の 微高地先端部 に 立地 し て い る こ と と は対照的 で あ り 、 こ う し た 時

代 毎の 遺跡の立地は扇 状地の微地形 と 深 く か か わ り を持 っ て い た も の と 思 わ れ る 。

福土遺跡で は方形土壌 、 溝状遺構、 掘立住建物社 を 検 出 し た 。 出土遺物等 か ら 生 活遺構で あ

り 、 集 落 の 一部 に あ た る こ と は 想像 に 難 く な い 。 A 地点 1 - 6 号土墳 か ら は主 に 土 師器曹、 印

皿 な ど の 日 常雑器類が多 く 出土 し た こ と か ら 、 貯蔵穴の よ う な も の で は な か ろ う か 。 し か し 、 C

地 点 7 号 土 墳 で は 上 層 に 石 組 み 、 こ の 石組み下部 に 角 釘、 さ ら に 最 下層 土 境底面 に 接 し て 土

師器饗、 時 が押 し つ ぶ さ れ た 状態で出土 し た 。 饗は焼成後 に底部穿孔 さ れ て い て 、 角 釘の 出土

と こ れ ら の 土 器 を 副 葬品 と 考 え る な ら 当 然埋葬遺構 を 想定 し う る が、 こ の 時期 に お い て 集落内

に 墓地 が営 ま れ る こ と は一般的で は な い 。 溝状遺構 か ら は 、 土師器杯 を 中心 に 費 ・ か ま ど片 な
(註2 ) 

ど と と も に 墨書銘の あ る 高台付時 3 点 が出土 し た 。 こ れ ら は 出土状況 か ら 溝 に廃棄 さ れ た も の
(誌3 ) 

と 考 え ら れ る 。 う ち l 点 は判 読で き な い が、 2 点 は 「用 」 あ る い は 「田 」 と 読め 、 筆跡 も 類似

し て い る 。 ま た 予備調査 に お い て 「上」 と 記 さ れ た 土師器高台付時 が出 土 し て い る 。 掘立柱穴

は B 地点で42 個、 C 地点、で41 個 を 検出 し た が、一棟 と し て ま と ま る 建物 は な い 。 ま た C 地点 P 34

を 中心 と し て 炭化 し た 稲 が出土 し た 。 こ の こ と は稲作 を 生産基盤 と し た 集 落で あ っ た こ と を 示

す と 考 え ら れ る 。

一方水溜遺跡で、 は 、 5 車干の 竪穴式住居社、 2 間 X 3 間程度 の 士見模の 掘立柱建物社、 溝状遺構

な ど を 検 出 し た 。 竪穴式住居祉 は い ず れ も 長方 形 プ ラ ン で あ る 。住居土!I: の 規模 は 1 辺 が 6 - 7 m

前後の 大型の も の と 、 1 辺 が 3 - 4 m の小型の も の と に 分 け ら れ る 。 ま た 構造 面 で も 、 前者 は

柱穴の 配列 が規則的 で 、 後 者 は 不 規則 で あ り 、 両 者 に 著 し い 差 がみ ら れ る 。 2 ・ 3 ・ 4 号の 大

型の住居 杜で は 、 い ず れ も 数回 の 建 て 替 え が行 わ れ た 後 に廃棄 さ れ て い る 。竪穴式住居 祉 と 一部

重複す る 掘立柱建物祉 は 、 出土遺物 が極 め て 少 な く 、 両 者 の 時代的 な 関係 を 明 ら か に す る に は

-50ー



至 ら な か っ た が、 そ れ ぞ れ の プ ラ ン の 主軸方向 に 共通す る と こ ろ が あ り 、 あ る 程度関連 し 築 か

れ た も の で は な か ろ う か 。

出土遺物 は 両遺跡 と も 全体 と し て 少 な く 、 断片的 な 遺物 に よ っ て 各遺構の 年代 を 位 置づ け る

こ と は 早急す ぎ る が、 個 々 の遺物や共伴関係 に ふ れ 、 あ る 程度 の 年代 を 示 し て お き た い 。

福土遺跡A 地点 2 号方 形土墳 出 土 の 土 師器皿 ( 第 10図 1 ) は 口 径13cm 、 器 高 3. 3cmで 、 底部 は

箆 切 り 離 し 手 法 に よ る も の で あ り 、 太 宰 府政 庁 跡 S K 678 出 土 の も の に 類似 し 、 3 号方 形土(桂川
撲 出 土 の 無 高 台の 土 師 器皿 2 点 ( 第 10図 3 ・ 4 ) も 同 じ く S K 400 出 土 の も の に 比較 し て や や(註5 ) 
小型で 口径16-17cm前後 で あ る 。 ま た 4 号方形土壌 か ら は 、 底部 箆切 り 離 し に よ る 土 師 器時 ・

皿 と と も に 黒 色 土 器A が出土 し た 。 以上の 土 器 か ら 、 A 地点方形土嬢出土遺物の 年代 は 、 そ れ

ぞ れ 多 少 の差 は あ っ て も 、 お お む ね 9 世紀後半代 で あ り 、 平安時代 前半 期 に 比定 さ れ る だ ろ う 。

溝状遺構 出 土 の土師 器杯 ・ 高台付時 ・ 墨書銘の 高台付杯 な どの一群の土 器 (第 18 ・ 19図) は 口

径12-13cm前後の も の が中心で、 底部は 箆切 り 離 し さ れ 、 形 態上 も 共通 し て い る 。 こ れ ら は 前

述 し た 方形土壌 出 土 の邦に 比べて 小型化 し て お り 、 年代 的 に やや下降す る の では な か ろ う か 。

B . C 地点の柱 穴群 (掘立柱建物) か ら は 、 良好な 遺物 を 得て い な い が、 土 師 器 ・ 須 恵器の細

片 な どか ら 、 方形土壌出 土 の も の と ほ ぼ同 じ 年代 で あ ろ う 。

水溜遺跡 4 号住居祉で は 、 土 師 器聾 ・ 鍋 ・ 坪 ・ 皿、 須恵器郎 、 黒色土 器A お よ び越州 窯 系 青

磁碗が出土 し た 。 現在 の と こ ろ 黒色土 器A の上限 は平安時代初頭 と さ th
s
卸| 毒 系 青磁の 日 本

( 註 7 ) 

へ の 輸 入時期の 上限 も 同時代 と さ れ る 。 ま た 土師 器皿は 口径 19cm、 邦 は 口 径 18. 5cm と い ず れ も
( 註 9 ) 

底部箆切 り 離 し に よ る も の で 大型の も の で あ る 。 一部古い 要 素 を も っ 須 恵 器平 瓶 (第24図15 )

な ど も み ら れ る が、 お お む ね 9 世紀代 に 位置づ け ら れ る も の で あ る 。 他 の 住居 社 か ら は遺物の

量 が少 な く 、 年代決定 に は 資料不 足 の 感 が あ る 。 3 号住居 祉P 47 か ら も 越州 窯 系 青磁 碗 ( 第 24

図13 ) が出土 し て い る 。

な お 2 遺跡 か ら 出土 し た 土 師 器杯、 高台付杯、 皿等は すべて 底 部 を 箆切 り 離 し さ れ た も の で

あ り 、 こ の 点福土遺跡の 予備調査の際 、 同一地点 か ら 検 出 し た 志 の が、 主 に 糸 切 り 離 し 手法の

も の で 占 め ら れて い た こ と と は対照 的であ る 。

今回 の 調査 は 広 大 な 扇状地の 点 と も い え る 極 限 ら れ た 範囲 の発掘で あ り 、 調査後 の 現在 も こ

の 遺跡 を と り ま く 種 々 の 問題 は未解 決 の ま ま 残 さ れ て い る 。 し か し こ う し た 集 落 が、 菊池川 を 媒

介 と し て 物資 の 流通 を 背景 と し 、 ま た 広 大 な 沖積平野の生産 力 を 基盤 と し て 成立 し て い た こ と

は 、 今回検出 し た わ ず か な 遺構 ・ 遺物 か ら も 想像 さ れ る と こ ろ で あ る 。 ( 野田 )

註 1 島津義昭 「赤 星天城遺跡 1 ト(5)J r熊本県文化財情 報J VoL . 1  - 5 熊本県 文化財保護協会1974

-75 
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註 2 熊本県下 に お け る 平安期の集落調査例 と し て 下記の遺跡 があ げ ら れ る が、 現在 ま での と こ ろ 集落内

に 墓 が営 ま れ る 類例は見 い 出す こ と がで き な い 。

① 波鹿遺跡 ・ 『波鹿遺跡群発掘調査概報』 熊本市教育委員会1974

② 大江青葉遺跡 ・ r大江青葉遺跡』 熊本商科大学1976

註 3 富 田 紘一 「熊本県菊池郡久保 ノ 上遺跡出土の墨書銘土器J r熊本博物館館報J 1 1969 

報文 に よ る と 、 土師器高台付杯の体部外面 に 「具」 と 墨書 さ れ た一群の 土器 が出土 し た と さ れ る 。

こ れ ら が ど の よ う な 遺構 に伴 う か は 明 ら かでは な い も の の 、 こ れ ら の 土器は本遺跡 出土の墨書銘土

器 に形態、 技法 と も 極 め て 類 し て い る 点 な ど今後比較検討が必要だ ろ う o

註 4 横田 賢次郎 ・ 森田勉 「太宰府出土の土師器 に 関す る 覚 え 書 き J r九州歴史資料館研究論集 2 J 1976 

註 5 向上

註 6 田 中琢 『窯業 日 本の 考古学 羽 』 河出書房 1965

註 7 土師器、 須恵、器、 黒色土器 と と も に越州窯系 青磁が共伴 し た例 と し て 下記の報告 があ る 。

① 高島忠平 「平城京束三坊大路東側溝出土の施紬陶器J 考古学雑誌� 57巻 1 号 1971 

② 前川威洋、 馬 岡 弘稔、 新原正典「筑紫郡太宰府町所在御笠川 南条坊遺跡」

③ 『福岡南バイ パス 関係埋蔵文化財調査報告』 第 6 集 、 福岡 県教育委員会1976

註 8 亀井明徳 「 日 本出土の越州 窯 陶磁器の 諸問題J 九州歴史資料館研究論集 1 J 1975 

註 9 向上

註10 今回の 調査で 3 号住居祉 か ら l 点、 4 号住居士止か ら 1 点、 あ わ せ て 2 点の越州言語系 青磁 が出土 し た 。

こ れ ら は亀井明徳氏 の 分類 に よ れ ば、 3 号= A 類碗 I 、 4 号= B 類碗 E に相当す る も の と 思 わ れ る 。

な お熊本県内での越州窯系青磁 の 出土例 ( 調査例 に よ る ) は昭和52年現在で 3 遺跡 が数 え ら れ 、 下記

の と お り で あ る 。

① 久保遺跡、 上益城郡御船町字 久保

r久保遺跡』 熊本県文化財調査報告第18集、 熊本県教育委員 会1975

②興善寺馬場遺跡 八代市輿善寺字馬場

九州縦貫 自 動 車道 に伴い 、 現在発掘調査中

③興善寺志水遺跡 八代市輿善寺字志水

九州縦貫 自 動車道 に伴い 、 現在発掘調査中

(追記) 脱稿後、 水溜遺跡 2 号住居社出土の 土師器杯 (第26図 1 ) の体部外面 に墨書 ら し き も の を 発見

し た 。 し か し 、 肉眼では 殆ん ど判読で き な い た め 、 こ の 資料 を 熊本県瞥察本部監識課に 赤外線写

真 に よ る 文字鑑定 を 依頼 し た 。 し か し 「 土 器の墨書面 がか な り 摩 滅 し て い る た め 文字の判読は出来

な い り と い う 報告 を 得 た 。 な お資料の鑑定 に あ た り 、 同謀、 甲斐則一氏の 手 を わ ず ら わ し た 。
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付論 平 安 期 の 赤 星 地 区
平安期の 赤星地区 を 文献上 よ り 明 ら か に す る こ と は 、 史料的制約 が あ り 、 な か な か 困難で あ

る が、 以下で き う る 限 り に お い て 推察 し て み よ う 。

『歴代鎮西要略』 は 次の 如 き 記事 を 載せ て い る 。
(註1 )

肥後守菊池 隆泰、 於文 永蒙古合戦、 有抜群之戦功 、 其旗血三 ケ 所、 赤知星、 三男肥前守有 隆

伝之、 而創赤星氏 、

こ れ に よ れ ば、 赤星の 地 名 の 起 こ り は 、 菊池氏 の 一族 、 有 隆が赤星氏 を 称 し た 以後 、 す な わ

ち 文永の 役 ( 1274 年 ) 以 降 と な る 。 し か し 、 当時の 在地領主層 の 称姓の 通例 や 、 「歴代鎮西要

略』 の 史料的価値の 問 題 を 考 え る と 、 『菊池風土記』 の 次 の 記事 に 賛意 を 表 し た い 。
(註2) 

( 前略 ) 此時 、 鎧 に か か り た る 血 、 星の こ と く 有 け れ ば、赤星三 郎 有 隆 と 名 乗 し と 土俗 申 停 、

然 れ と も 、 菊池分家 多 く は 在所の 村名 を 名 乗 る 、 加恵 ・ 西郷 ・ 出 田 ・ 藤 田 ・ 林原 ・ 伊倉 ・ 相

原等の 類 な り 、 是 を 以 て み れ ば、 有 隆赤星村 に 居 ら れ し ゅ ゑ 赤星 を 氏 と せ し に は あ ら ず や 、

猶尋 ぬ ベ し 、

さ て 、 赤星の 地名 の 由 来 は さ て お き 、 確 実 な 史料上 に赤星が出て く る の は 、 南北朝期 「観応

三年二 月 日 写 之云 々 」 の 年号 を 持つ 、 安楽寺所領注進で あ る 。 こ れ に よ る と 肥後国 内 の 安楽寺
(註 3 ) 

領庄園 と し て 、 玉 名 庄 ・ 大路曲庄 ・ 片俣領 ・ 富庄 ・ 飽田 南郷厩 田 ・ 田 口 庄別 府 ・ 恵良 庄 ・ 弥生

庄 ・ 佐野庄 ・ 田 嶋庄 ・ 祇園 社 と と も に 、 赤星庄 が記 さ れ て い る 。 し た が っ て 赤星庄 は す く な く

と も 観応三年 ( 1352 ) 以前 、 太宰府天満宮安楽寺領 と し て 立券 さ れ て い た こ と が判 明 す る 。 そ

れ で は 、 そ の 立券 ・ 寄進 の 時期 は 果 し て 、 如何 な る 時期で あ っ た ろ う か 。 そ れ を 直接示 す 史料

は 全 く 無 い 。 し か し な が ら 幸 い に し て 、 安楽寺及 び同寺領庄固 な ら び に 、 そ の 強 力 な 後 盾 と な

っ た 太宰府 に つ い て は 、 先学諸兄 の 数 多 く の 論稿 があ り 、 そ れ ら を 参考 に し て 、 立 券 ・ 寄進 の

年代 ・ 様想 を 考 え て み た い 。

す で に 恵良宏氏等 に よ っ て 指摘 さ れ て い る と こ ろ で は 、 安楽寺領 の 共 通 の 特色 と し て 、 ( 1 )全
(註 4 ) 

て 府官 や そ れ を 介す る 朝廷の寄進 で 、 す で に 庄固化 し て い た も の を 、 そ の ま ま 寄進 さ れ た も の

で あ っ た 。 (2 )そ の 分 布 は 散在的 で あ る が、 筑前西部 ・ 筑後 ・ 肥前東部 ・ 肥後北部 に 多 い 。 (3)そ

の 場所 が そ れ ぞ れ の 地方で 、 肥沃 な 地域や交通の要衡 ・ 港湾 な ど を 占 め 、 寄進 に よ る も の だ け

に 意図的 な 寺領設定 が考 え ら れ る 。 (4 )海外貿 易 の 基地 と し て の 場所 を 占 め る も の が多 く 、 安楽

寺の 発展 に は 太宰府 に 代 わ る 貿 易 活動 が原動 力 と な っ た 。

以上の 様 な 安楽寺領 の 共通 の 特色 を 示す根本史料 と し て の 「安楽寺草創 日 記」 に は 、 残 念 な

が ら 赤星庄 は 記載 さ れ て い な い 。 し か し 、 赤星の 立地条件 を 前掲( 1 ト(4 )の 特色 に 照 ら し て み る

と ， ( 1 ) t こ つ い て は 、 当 然太宰府官 と し て の 菊池氏 の 存在 が考 え ら れ る 。(2 ) に つ い て も あ て は ま る 。
(註 5)

( 3 ) (4 ) に つ い て も 、 赤星地区 が菊池川流域 の着船場 の ーっ と し て機能 を 果 し て い た ら し い こ と 、
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及 び菊池川 の 河口 で あ る 玉名 庄 の 近 在 に は 、 17世紀と 時代 は か な り 降 る も の の 、 明 の地理書 「図

書編』 に も 登場す る 貿 易港高 瀬 が存在す る こ と な ど か ら 見 て 、 一応 あ て は ま る と 言 え よ う 。 し

た が っ て 安楽寺領赤星庄 の 成立 の 様相 も 、 「安楽寺草創 日 記」 に 記 さ れた他の庄園 と 、 ほ ぽ同

じ で あ っ た と 考 え て よ い で あ ろ う 。

さ て 、 「安楽寺草創 日 記」 に よ る と 、 同寺領の約40箇所の 諸庄園 の 寄進年代 は 、 ほ ぽ10世紀

後半 か ら 13世紀前半 ま での 長 期間 で あ り 、 そ の 意 味 か ら 赤星庄 の 寄進 年代 を は っ き り と 確 定 は

で き な い 。 し か し な が ら 玉 名 庄 の 寄進 か漣 久4 年 ( 1042 ) で あ る こ と は、 赤星庄 の 寄進 年代 を 、
( 1主 6 ) 

ほ ぽ示 し て い る と 考 え て よ い で あ ろ う 。 と い う の は 、 菊池川 流域の 交通 ・ 流通 を 考 え る と 、 海

上 に 面 す る 高瀬か ら 、 菊池川 を 逆 の ぼ る と す れ ば、 菊池氏 の 本拠 と な っ た地域の 一 つ の 着船場

と し て 、 こ の 赤星地区 が想定 で き る の で あ る 。 在地領主菊池氏 の 立場 か ら 言 え ば、 海 に 聞 か れ
{ 匙 7 ) 

た 高 瀬及 び玉名 庄 の 掌握の た め に は 、 こ の 赤星地区 を 掌握 し て お く こ と が、 一つ の ポ イ ン ト と
( 位 8 ) 

な っ た と 思 わ れ る 。 そ の 意味で玉名 座 と 赤星庄 は 菊池川 を 媒介 と し て 、 不可分 の 関係 に あ っ た

も の と 考 え ら れ る の で あ る 。 し た が っ て 、 赤星庄 も 玉名 庄 の 寄進年代 と ほ ぼ同時期の平安末期、
{ 註 9 ) 

1 1世紀後 半 - 12世 紀前半 に 寄進 さ れ た と い っ て よ い の で は あ る ま い か 。

次 に 、 こ の 赤星庄 がい つ 立券 さ れ た か と い う こ と が問題 と な る が、 そ れ に つ い て は 全 〈 明 ら

か に で き な い 。 し か し な が ら 、 杉本 尚 雄氏 の 指摘 の と お り 、 恐 ら く は平安末期 の 院政 の 展 開 、
(註10)

そ れ に伴 う 国街勢 力 の 在地土豪層 へ の 圧迫 に 対す る 、 在地領主化 し つ つ あ っ た 菊池氏 の 自 己 の

所領保護の た め の運動で あ ろ う か ら 、 立券 も 平安末期 と し て よ い で あ ろ う 。

以 上の様 に 、 こ の 赤星地 区 は す く な く と も 平安末期 に は 、 菊池氏 を 通 じ て 太宰府天満宮安 楽

寺 に 寄進 さ れ る ほ どの重要 な 地域で あ っ た こ と が推察 さ れ る の で あ る 。 今 回 の 発掘調査 に お い

て 、 出土遺物 と し て 平安期の 物 が多 く 、 し か も 太宰府鴻艦館の 出土品 に 類似す る 越州 窯青磁 が

一般生活遺構 よ り 出土 し て い る が、 そ れ は 前述の 様 な こ の地域の 太宰府天満宮安 楽寺 と の 関係

を 考慮 し な け れ ば な ら な い で あ ろ う 。 (村上豊喜)

註 1 r 史 籍集 覧』 所収
註 2 肥後 文献殺害第三巻』 所収 、 な お 同 じ く r 菊池風土記』 所収 の 菊池系 図 に よ れ ば、 菊池隆直の 祖 父

で あ る 経俊 が赤星 を 称 し て お り 、 平 安 末 期 に す で に 赤星 と い う 地 名 は 存 在 し て い た と 思 わ れ る 。
註 3 大 日 本 史 料』 第 六編之十七
註 4 片 山 直義 「 古代 末 期 に お け る 安 楽寺領J ( r福 岡 学 芸 大学 紀要』 第 5 号 )

小 田 富 士雄 「筑前 安 楽寺史ー 古代 末 期 ま でーJ ( r 九HI 史 学� 12号 ) 志良宏 「安 楽 寺領 に つ い て 」
( r史倉山 九 号 ) 太宰府天満宮文化研究所編 「 菅原道 真 と 太宰 府天満宮』 上 ・ 下巻 な ど

註 5 志方正和 「菊池市 の 起源 に つ い て J ( r熊本史 学J 15 ・ 16号 )
註 6 r太宰府 ・ 太宰府天満宮史料』 第 五 巻
註 7 こ の 赤星地区 に は 通 称船場 ( ふ な ば) と よ ばれ る と こ ろ が あ り 、 現 在 で も わ ず か に 石 組み が残 っ て お

り 、 土地 の 古老の 話 に よ る と 、 戦前 ま で は こ の 船 場 と 高 瀬 港の 聞 に 物 資 運 送 が行 わ れ て い た と い う こ
と で あ る 。 こ の 船場 が中世以来使 用 さ れ て い た と 断言 は で き な い が、 と に か く 菊池川 水運の ー拠点 と の
推測 は で き ょ う 。

註 8 高瀬の 開港年代 に つ い て は 詳 ら か で は な い が、 す で に 『吾妻鐙』 文 治 二 年正 月 十一 日 条 に 高 瀬庄 が知
ら れ 、 南北朝期 に は 菊池一 族 で 高 瀬氏 を 称す る 者 も 出現 し て い る の で 、 こ の 地 方 の 一 つ の 中 心地 と 考 え
て よ い で あ ろ う 。

註 9 r安 楽寺所領注進」 に 記 載 さ れ た 肥後 国 庄 園 の う ち 、 大路曲庄 が菊池川 流域 に あ り 、 ま た 富庄 ・ 恵良
庄 ・ 田 島 庄 等 が赤星庄 と 近 隣地域 に 存 在 し て い る 。

註10 杉本 尚 雄 r菊池氏 三 代 』
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妙見地区
花房台地

試掘地点



図 版 l 

\ 福土遺跡調査区全景 (調査前 、 国道325号内 北 よ り )



2 ) 文明碑周辺の状況

3 ) 発見 さ れ た 各種の土境

図版 2 

4 ) 周辺散乱の五輪 ・ 空風輪

0 5  1 0cm 
1 4 - 7 の縮尺

5 ) 向 上

6 ) 五輪の 残片

7 ) 向上



図 版 3 

1 ) 文明碑 と 散乱す る 五輪の空風輪

2 ) 文明碑周辺 か ら 発見 さ れ た 各種の土嬢
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図 版 5 

福士遺跡A 地点、方形土墳群全景
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3 号方形土犠 (右同)

4 号方形土壊 (右同 )
福土遺跡 2 - 4 号方形土壌遺物出土状態



図 版 7 

調査風景

福土遺跡B 地点柱穴群
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調査風景



図 版 9 

福土遺跡C地点 7 号方形土繍
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南 よ り

福土遺跡C 地点溝状遺構 遺物出土状態



1 3号柱穴 出
土の稲

福 土遺 跡C 地点柱穴群遺物出 土状態

図 版 1 2 

36号柱穴 出 土
の か ま ど破片

1 3号柱穴 出 土
の 稲
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水溜遺跡 1 � 3 号住居祉 ・ 柱穴群

図版 1 4  

1 � 3 号住居士止
(手前 | 号 ) 東 よ り

2 ・ 3 号住居祉
( 手前柱穴 群 )

北 よ り

2 ・ 3 号住居祉
西 よ り
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調査風景
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o 1 0 cm 
i 『 目

福土遺跡方形 土墳 出 土遺物

図版 1 7  

3 4 
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\ 7 議長
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3 

3 ・ 4 - 2 号方形土犠 (本文第 1 4図)
l ・ 2 - 3 号方形土境 (本文第 1 5図) ， 3 - 8 - 4 号方形士墳
1 - 3 - 7 号方形土 墳 (本文第 1 6図 本文第 1 5図)
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福 土遺跡8 . C 地点柱穴群出土遺物

図 版 1 8  

1 1  

1 2 

J 
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5 

8 

1 0  

1 2  

1 - 8 地点柱穴群， 1 0- 1 2- C 地点柱 穴群 (本文第 1 7 図 )
3 ・ 4 ・ 5 ・ 8 ・ 1 0- 1 2- C 地点満状遺構 (本文第 1 8図 )
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福土 ・ 水溜 遺跡 出 土遺物
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図版 1 9  

24 

3 

5 

1 3  

20-24- C 地点溝状遺構 (本文第 1 9図 ) 、 1 7- 1 9- C 地 点溝状遺構 (本文第 1 9図 )
3 ・ 5 - 3 号住居壮 (本文第26図 ) 1 3 - 4 号住居祉 (本文第28図 )
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水溜遺跡出土遺物

図 版 20 
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。 1 0cm 

1 - 1 6- 4 号住居祉 (本文第27 ・ 28図)
8 - 1 1 ー 5 号住居祉 (本文第29図)
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正 誤 表

頁 行

52 追記 2 C 14 測定結果は次の通 り で あ る 。 ( 日 本 ア イ ソ ト ー プ協会依頼) 水溜遺跡掘立柱建物社 I 、 P 2

上層 N -2864、 1510 :!::65 Y 、 B 、 P ( 1470 :!::65 Y 、 B 、 P )

54 下12 菊池車の起源 に つ い て 、 菊池皐の起源 に つ い て



 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 27 集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用

してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 

 

書名：赤星福土 水溜遺跡 

発行：熊本県教育委員会 

     〒862-8609 熊本市中央区水前寺 6 丁目 18 番 1 号 

     電話： 096-383-1111 

     URL：http://www.pref.kumamoto.jp/ 

電子書籍制作日：2016 年 3 月 31 日 

  


